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二度ョ乞力呂信さ臣

本冊子は、国際連合国際婦人問題訓練調査研究所（UnitedNationslnter-

nationalResrearchandTraininglnstituteforAdvancementofWomen、略

称ＩＮＳＴＲＡＷ；インストロー）について、その組織、活動を概説し、機関

誌の女性と統計に関する主要記事・論文の翻訳をしたものである。これは、法

政大学日本統計研究所の1993-1994年度のプロジェクト「女性と統計：女性に関

する統計の実情と改善の方向」の一連の作業の中から生まれたものである。

国連は設立当初より女性の地位の向上にとりくんできており、とくに国連婦

人の十年が果たした役割は大きい。インストローはこの十年の発端となった

1975年世界婦人会議の要請によってできたものであり、男女平等をめざす国連

の活動のブレーンのひとつである。また'975年以来、女性の実情を明らかにす

る統計活動の重要性が認められ、それは本プロジェクトの基幹をなす認識でも

あるが、とくにこの分野におけるインストローの業績はひじょうに高く評価さ

れている。だが、日本でのインストローの知名度は残念ながらたいへん低い。

地球規模での平等、発展、平和にとって、国連の啓発的活動が重要であるこ

とはいうまでもないが、共通の概念にもとづく統計データの収集を行うにあた

っては、なおいっそうその活動は中心的意義をもつ。すでに、統計研究参考資

料Ｎ0.34ならびにNo.３９にあるように、国連総会と経済社会理事会での決議、同

理事会の機能委員会としての「統計委員会」とこれを事務的に支える国連統計

局が活動のひとつの中心となって、女性の状況を統計によって正しくとらえる

努力が確実になされている。もうひとつの中心となって、女性の中でもとくに

開発途上国の女性の状況を問題としているのがインストローである。女性の労

働のなかでも見えない部分を数値にあらわし、経済活動にどれくらい大きな寄

与をしているか示すことはもっとも大きな課題のひとつであるが、この問題の

解決のために、インストローはＩＬＯならびに国連統計部門と協力し、測定の

方法や指標について多くの実践的研究を行うと同時に、実際に統計を作り、使

うための戦略的な訓練を行っている。このような動きは、1970年代-1980年代前

半における基礎的な活動の上にある、今日的傾向である。上記資料No.３４、
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No.３９とこのNo.４０によって、これらふたつの中心から生み出される国際的な動

きを把握することができよう。その動向は、日本のこの問題に対する認識や努

力が世界の中でたちおくれていることを明らかにしている。

これらに鑑み本冊子では、Ｌにおいてインストローの国連での位置付け、設

立の経緯、活動等を概観するとともに、１１．ではインストローが発行する「イ

ンストローニュース」の中から、とくに統計関連記事を選んで訳出したものを

集録している。さらに、ＩＩＬとして、インストローの出版物リストをあげた。

インストローに関しては、日本国内で得られる情報は少なく、またサント

ドミンゴ（ドミニカ共和国）本部からの出版物の人手も必ずしもスムーズでは

なく、資料を完全におさえたはといえない。したがってＩ・の説明はおよその

ところでまとめたものである。

インストローニュースの記事は、統計研究参考資料No.３９でとりあげた文書

の要約紹介の他、要点をついた有益なものが多いだけでなく、インストローを

ふくむ各機関の活動を概観し、その年の、あるいはその年までの、女性の統計

に関するさまざまな国連活動の把握を容易にしている。この中から本冊子の目

的にてらして、主な総括記事と主要問題のみを訳出した。主要問題としては、

その重要性から、「家事」、「ＳＮＡ」、「インフォーマルセクター」にテー

マをしぼった。また翻訳は、研究の参考資料とするための仮訳である。

ＩＩＬは、インストローの活動をひろく知るための一助となろう。

本冊子は、インストローの活動について広く理解を得ることともに、女性に

ついて偏りのない正確な統計を得ることの難しさと重要性が各分野でいっそう

深く認識され、女性に関する統計が改善されることを目的として作成・配布さ

れる。

本冊子のＬＩＩについては、中野恭子が担当し、企画・編集と１１１を伊藤陽一が

担当した。

1993年８月

中野恭子
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Ｉインストローについて

ここでは、インストローそのものについて、機構等と活動の概略を説明する。

１．機構等の概略

（１）インストローとは

インストロー、すなわち国連国際婦人問題調査訓練研究所（UnitedNations

lnternationalResearchandTraininglnstitutefortheAdvancementof

Women、略称INSTRAW）は、経済社会理事会によって国連システムのひとつとし

て設立された（理事会決議1998(LX)、1976年５月１２日）自治機関である（ＵＮ、

#AA3375；以下文章末にある記号・数字は、総会、理事会等の会期や決議、報告、

文書等の番号を示す）。

経済社会理事会は、国連憲章第９章にある経済的および社会的国際協力のた

めに設けられた専門機関について、総会および総会の権威のもとに、その活動

の調整に当たる責任を負い（国連憲章第９章第60条）、国連、その専門機関、

研究所など、国連枠内の諸機構の経済的・社会的活動を調整する。総会は国連

:嚢２１露霧鱗議

インストロー本部正面入口（サントドミンゴ．ドミニカ共和国）



の主要審議機関であり、全加盟国の意向が示される場である。インストローの

活動は、経済社会理事会がインストローに対して、また総会に対して行う勧告

によって調整されるが、インストローは自治的な組織であり、その規約によれ

ば、「インストローとインストローの仕事は、評議員会（後述）によって支配

される」。インストロー規約は、第38回総会の決議(38/104)の要請にもとづい

て国連事務総長が草案を用意し、インストロー評議員会が検討・修正の上経済

社会理事会へ報告し、これを受けて経済社会理事会が総会に提出し(A/39/511,

1984年９月２６日）、第39回総会において承認された(39/249,1985年４月９日）も

のである（た”600｣ＩＣ／／〃ｅルノにｄ化〃0"s、およびインストロー規約による）

経済社会理事会にはいくつかの補助機関があり、機能委員会（６つ）、地域

委員会（５つ）、常設委員会（６つ）、専門家機関の４種類にわけられる。地

域委員会とは、アフリカ（ECA)、アジア太平洋(ESCAP)、ヨーロッパ（ECE)、ラ

テンアメリカ（ECLAC)、西アジア(ESCwA)の各経済委員会であり、インストロー

と密接な関係にある。機能委員会の中でインストローと関係の深いのは、統計

委員会と婦人の地位委員会である。インストローは経済社会理事会の補助機関

ではなく、国連憲章の目的にそって設立された機関であるが、経済社会理事会

が調整の任を負う１６の専門機関(specialisedagencies)のひとつとしては位置

付けられていない。これら諸機関の定義と権限については譲論のあるところで

ある（コマンテール国際連合憲章による）。

これらを支える事務局として国連事務局内に設置されているのが、統計局お

よび婦人の地位向上部（DAV；DivisionfortheAdvancementofWomen）の婦

人の地位委貝会事務局である。国連事務局は、国連の他の機関のための業務を

遂行するとともに、これらの機関が決定した計画や政策を実施する。国連事務

局内にはこの他、総会の条約委員会のひとつである女子差別撤廃委員会の事務

局、世界会議事務局も設置されている。

女性の地位に関する組織としては、これらの他に国連婦人開発基金（UNIFEM

:UnitedNationsDevelopmentProgrammmeforWomen）があるが、これは国連

開発計画（UNDP;UnitedNationsDevelopmentProgramme）の下につくられた組

織である。インストローの現所長、マーガレット・シールズ(Shields,Marga-

ret)によれば、婦人の地位向上部が女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃条

｡
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約に関する調整を受け持ち、国連婦人基金が運営機関となるのに対し、インス

トローは研究開発部門を担う（インストローニュースNo.18号、1992年秋）。

（２）設立の経緯

1945年に発足し、国連憲章制定の翌1946年に第１回総会で婦人の地位委員会

を設置した国際連合は、1967年11月の第２２回総会で婦人に対する差別撤廃宣言

を行っている。さらに、1972年第27回国連総会は1975年を国際婦人年とするこ

とを決定、その1975年６月１９日から７月２日まで、メキシコシティにおいて国

際婦人年世界会議（メキシコ会議）が開催された。

メキシコ会議には、133カ国および国連諸機関、専門機関等の代表149人を始

めとして、オブザーバー、政府間団体、NGO、PLO等の組織を含む267の国、機関

等から約3000人が参加した。その主要な議題としては、国際婦人年の目標、現

在の施策および計画や世界行動計画（議題11）の他、男性と対等なパートナー

としての婦人の発展過程への組入れ（議題10）があり、この議題10については

第２委員会で討議された。第２委員会はイラン代表を議長とし、議題９，１０に

関する５７の提出決議案を初めとする合計64の決議案を審議し、最終的に28の決

議案を採択している。そのひとつが、決議案ＸＸ「婦人の地位向上のための国際

調査訓練研究所」であり、イラン、アメリカ、ジャマイカ、エジプト、メキシ

コ等によって提案され、全会一致で採択されたものである。

、決議案XXは、国連総会が「全体的発展努力への、婦人の全面的くみいれを保

証し」、それを「激励し、促進する計画やプロジェクトや活動に対する援助を

強化」しようとしている（決議3342）ことを基盤にしている。そして、「調査、

データ、情報の不十分なことが、婦人の地位の向上を促進するための発展戦略

や計画の作成に障害になっていることに注目」し、「婦人の有効な参加を高め

るために訓練の機会を与える必要のあることを十分に自覚」して、次のことを

要請することを決定したものである（要約）。

・国連の援助による「婦人の地位向上のための国際調査・訓練研究所」

を設立する。

.この研究所は、任意拠出でまかなわれ、各国、地域、地域間経済、

社会研究所や国連の専門機関と協力する。
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・活動は、調査や情報の収集と普及、婦人の経済、社会、技術の変化

が婦人の生活に及ぼす影響についての調査計画の援助、とくに発展途

上国の婦人のための訓練計画の開発、調整、供与である。

．事務総長に対し、この研究所設立を補佐する専門家グループの任命

を求める。

・事務総長に対し、専門家グループ報告にもとづいて経済社会理事会

へ報告書を提出するよう要請する。

これを受けて1975年の第30回国連総会は、決議（3520(XXX)、1975年12月１５日）

によってメキシコ会議で採択された宣言、行動計画、決議その他勧告に含まれ

ている活動を支持することを決議、婦人の地位向上のための国際調査訓練研究

所の設立を決めた。議題7５（国際婦人年）と議題7６（社会における婦人の地位

および役割）を同時に審議し、同研究所をふくめ、これらに関する決議案を総

会へ付託したのは第３委員会であったが、審議においては、メキシコ会議の勧

告を広く支持しながらも研究所の具体的な構想については危倶の念を表す国が

多く、事務総長に設立に関する専門家グループを指名するよう求めた。

翌1976年、専門家グループは事務総長へ報告書を提出し、これにもとづいて

事務総長は、婦人の地位向上のための調査訓練研究所の設立についての経済社

会理事会への報告書の中で勧告を行った。それによれば、専門家グループの提

言は、研究所は自治機関であって経済社会理事会へ報告を行うのがよいという

ものであった。同理事会は５月１２日、この勧告を受入れることを無投票で決定

（1998(LX)）、任意の拠出金による自治機関として、1977年までに婦人の地位向

上のための調査訓練研究所を設立することを決定した。また、ガイドラインも

決定した。それによると、研究所は以下のような組織である。

・国連システム内で関連するすべての組織と緊密に共同する。

・これらの諸組織との間で活動を調整する。

・開発途上国の女性にとくに注目する。

・婦人の地位委員会と緊密な協力を行う。

さらに、国連事務総長に対して、設立に必要な協力、設立準備のスタッフの任

命、各菰援助の依頼を要請し、イランの設置国申し出を歓迎しながら、同じく

事務総長に、適切な設置場所を検討して第３１回総会へ報告するよう要請してい

章
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る。同年の第３１回国連総会は、１２月１６日にこのガイドラインと研究所の設立を

承認し、またイランの設置国としての申し出を受入れた（３１／135)。

引続き1977年の第３２回、1978年の第33回総会で設置へ向けて進むための具体

的な報告を事務総長に求める決議がなされた。1979年１月１２日にはイランから

設置国辞退の申し出があったが、１月２９日には代替としてオーストリア、ドミ

ニカ共和国、チュニジアからそれぞれ設置国としての申し出があった。経済社

会理事会は審議の結果、ドミニカ共和国への設置を勧告し（1979/11,1979年５

月９日）、第34回総会決議（34/157,1979年12月１７日）はこれを承認し、所長を

早急に推薦するよう事務総長に要請した。

ドミニカ共和国における女性運動の歴史は長い。インストローニュースNo.１４

(1990年、春号)の記事によれば、インストローのホスト国として申し出たのは、

また国連総会がそれを承認したのも、このことがひとつの理由になっている。

国連憲章に署名した４人の女性のひとりはドミニカ出身であったし、世界で最

も歴史の長いフェミニストジャーナル、ＶｏｓｄｅｌａＭｕｊｅｒは1973年にサントド

ミンゴで発行されている。

エ､エ丘一一一四戸～ＰＰョ■かい〒＝可ごJ､￣
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現（第２代）所長Ｍ，シールズ初代所長Ｄ,フェレンチック



また、事務総長は同総会で、婦人の地位向上のための調査訓練研究所のため

の国連信託基金を開いたと報告した。

一方、経済社会理事会において評議員が指名され(1979/58,1979年８月２日）、

10月２２日から２６日までジュネーブで第１回評議員会が開かれた。そこでは、提

案された1980-1981年のプログラム予算を審議、採択すると同時に、所長の指

名を延期し、仕事を開始するためのコーディネーターとスタッフを指名するよ

う勧告した。

このコーディネーターのもと、翌1980年１月より、ニューヨークの国連本部

においてインストローはその活動を開始した。実際の活動は、研究、訓練、情

報と、文書、コミュニケーションにグループ分けされ、活動計画によれば、研

究と訓練に関する現存のデータのサーペイと普及が求められた。文書は1980年

の世界会議へ提出され、この年の評議員会の報告書は今後の活動を展望するも

のであった。

1981年３月３１日に、インストロー（INSTRAW）本部をドミニカ共和国サント・

ドミンゴに設置することについて国連とドミニカ共和国との間で調印が行われ、

８月１８日に同国国会で承認された。また国連事務総長は、各国と協議の上、評

議員会の意向を入れ、所長としてユーゴスラビア出身のフェレンチック（

Pastizzi-Ferencic、Dunja）氏を推薦した（Ｓ－Ｇ、Ｅ/1981/33)。経済社会理事

会は５月６日にこれを歓迎し（ESC、1981／13)、フェレンチック氏は1981年６月

に着任した。1983年の本部落成以降、本部はドミニカ共和国サントドミンゴに

おかれ（38/104)、1984年11月１５日には規約が国連総会で承認された（39/249)。

フェレンツェック氏は1990年をもって所長の職を離れ、現在はニュージーラン

ド出身のシールズ(Shields、Margaret）氏が、副所長スタミリス（Stamiris、

Elini）とともにその職にある。

（３）目的

1975年世界会議では、女性の地位向上は意志だけでは実現されないことが認

識された。実現のためには、地位改善を目指す政策を評価するとともに、実態

をモーターすることが必要であるとされた。そして、調査、データ、情報が不

十分であるために女性の地位向上が妨げられていることに注目した。この認識
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において第２委員会決議XXは、以下のことを目的とした研究所として国際婦人

問題調査研究所を設立することを勧告している。すなわち、Ｌ女性が効果的

に参加するための計画および政策作成のための基礎として、調査や情報の収集

・普及にあたる、２．女性の状況の変化を調査し、経済、社会、技術の変化が

女性の生活に及ぼす影響についての調査計画を援助する、３．女性、とくに

発展途上国の女性のための訓練計画を展開、調整して実施し、女性が各国での

調査を行い、各自の社会において指導的役割を担い、収入の機会を増大できる

ようにする、である。

これに依拠して、インストロー規約では設置目的を次のように述べている。

「開発に女性を取り込み、動員するために、世界規模で女性の問題に

関する意識を喚起するために、そして女性が新たな方向へ向けての'挑

戦をより良く援助するために、研究を行い、訓練プログラムを設定す

る。」（インストロー規約第１条）

具体的には、目標は

「研究、訓練、情報の収集と普及によって、女性の地位向上をはかり、

また参加者・受益者双方としての女性を開発に取り込むことを刺激し、

援助すること」

であり、そのための機能として

・研究を指揮する

・訓練プログラムを設定する

・情報、文書、コミュニケーションのシステムを設置、維持すろ

を持つ。さらに、

・国際、地域、国内でのネットワークを開発、活用する

・国連システム内外の諸機関・組織と緊密に協力する

ことが挙げられている。

設立の目的の遂行に具体性を与えるべく、1987年の第４２回国連総会では、開

発の経済社会的問題に注目した研究、訓練、情報収集活動を継続・強化すると

ともに、ナイロビ将来戦略にのっとった実践的方法論の開拓をすすめ、諸機関

とくに地域委員会との連係を深めることが要求され(42/65)、また第４4回総会で

はインストローの活動に関して、インフォーマルセクターの女性への言及、開
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発途上国内での訓練機能の強化を含む決議がなされている（44/60)。

現所長のシールズ氏は、インストローニュースNo.18(1992年秋号）の中で、

インストローの役割について次のように述べている。

「．．．、インストローが究極的に求めるものは、私たちの今日の闘いを孫

たちがほとんど時代錯誤のもののように眺める、そんな世界がくることである。

そこでは、国連事務総長が、彼女の勧告として、インストロー、UNIFEM、婦人

の地位委員会の廃止を発表する。・・・・’945年サンフランシスコでなされた

国連宣言に署名した人々の夢がすべて実現されたからである。」

（４）組織

自治的な組織であり、11名の評議員からなる評議員会（TheBoardof

Trustees)が意思決定機関である。インストロー規約によれば、評議員は、加盟

各国から推薦され、経済社会理事会で指名される。任期は３年であるが、１回

のみ再任可能である。評議員の推薦にあたって、各国は、質の高い専門的知識

を持つ人物であることに留意するよう求められている。その構成については、

地域的に均等な配分を原則とし、第１期の評議員にはＥ・ポーザーラップ（

Boserup、Ester)やＩ・ティンカー(Tinker、Irene)のような著名な研究者がふ

くまれているが、1980年４月には、評議員の地域分配について、アルゼンチン

が第２委員会で不満を表明している。1992年現在の評議員は、スーダン、バン

グラデシュ、モロッコ、メキシコ、タンザニア、タイ、オランダ、スペイン、

バハマ、ポーランド、ノルウエイの各国から出されている。

同じく規約によれば、評議員会は少なくとも年一回会合を開き、議長（

President)をふくむ役員を独自に定めた方法にしたがって選出し、活動方針や

ガイドラインの作成、所長が提出するプログラムおよび予算の審議および承認

を行う。また、基金の充実をはかり、運営に必要もしくは望ましい勧告を行う。

評議員会は定期的に経済社会理事会に対して報告を行い、場合によっては総会

へ報告する。

所長の指名は、評議員会と協議の上、国連事務総長が行う。所長は、評議員

会の総指令にしたがって、また国連事務総長から権限委任された限りにおいて、

研究所の組織、指揮、運営すべてに責任を負う。具体的には、プログラムと予
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評議員会光景

算を評議員会に提出して審議・承認を受ける、プログラムの実行を監督して適

正な支出をはかる、評議員会に対し活動報告書を逐年および必要に応じて提出

する、評議員会の承認を得た報告書を経済社会理事会ないし国連総会に対し適

宜提出する、国連事務総長の代理としてスタッフを指名し指揮する、他の諸機

関と研究所の活動を調整する、評議員会が承認した予算内であれば評議員会な

いし事務総長が決定したその他の指示・活動を行う、などである。

事務総長の代理としての所長および、国連の５地域委員会の代表、ドミニカ

共和国政府代表は、評議員会で職務上の評議員（Ex-Officiomembers）をつと

める。

スタッフは約40名である。スタッフもまた、できるかぎり地域的に広い範囲

から、各職務に必要な条件や質を考慮して採用されなければならない。任期と

諸条件は、所長と同じく国連人事規則ならびに国連職員規則にしたがう。給与

は、当研究所のための国連信託基金から支出される。所長およびスタッフは国

連職員であり、国連憲章の定めにしたがう。

その他、評議員会が指名する名誉所員（honoraryfellows)、所長が指名する

上級所員（seniorfellows)をそれぞれ任期１年でおくことができる。研究所の

■

1３



目的のために、名誉所員は実質的な業務を行い、上級所員は講義や研究を行う。

所長はまた、準所員（juniorfellows）を指名することができ、奨学制度の一

環として予算内で資金供与を行う。活動の分析ならびに計画、あるいはプログ

ラムに関連する特定の業務のために、所長はコンサルタントを指名することが

でき、コンサルタントは事務総長の設置した方針にしたがって研究所にたずさ

わる。通信員（correspondents)とフォーカルポイント（focalpoints)は、各国

ないし各地域の組織との接触、研究の助言のために活用される。これらの人々

は、インストローのスタッフではない。

部局は２つに分れている。ひとつは、情報・文書・通信（Information、

Documentation、ａｎｄCommunication)であり、もうひとつは、訓練調査（

ResearcbandTraining)である。さらにユニットは、運営管理(Directionand

Management)、文書通信(DocumentationandCommunication)、情報(Informa-

tion)、訓練調査(ResearchandTraining)に分れている。（/"temaZm"／

Drga"/ZaZ/0"F、１９９１、GaleResearchlnc.）

（５）使用言語
O

国連公用語を使用。但し、出版物は英、スペイン、仏語が主。（111参照）

（６）財政

財政はインストローのための国連信託基金から支出され、加盟国、ＮＧＯ、慈善

団体、個人の寄付の任意拠出によってのみ支えられる組織である。そのため規

約の中でも、評議員会の任務として、所長の業務として、基金の充実がくりか

えし護われている。

拠出金は、インストローの目的と方針に合致する場合にのみ、受領される。

任意拠出金のうち、使用制限のないものと評議員会で承認された活動の遂行を

指定しているものは、国連監査官（ControllerontheUnitedNations）の同

意を得た後、所長によって受け取られるが、その他の任意拠出金は、事務総長

の意向を入れて評議員会が承認すれば、受け取ることができる。国連にとって

緊急あるいは究極的責任と関わる拠出については、総会の承認だけで受け取る

ことができる。このような任意拠出金から引出された基金は、事務総長が財政
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規則にしたがって設置した「婦人の地位向上のための調査訓練研究所信託基金」

におかれる。運用は、財政規則にしたがう。

設立当初の1980年に国連信託基金になされた寄付は、イタリア３０．０００ＵＳ．

Ｓ、メキシコ５，０００ＵＳ.＄、トルコ４，８７５Ｕ､Ｓ､Ｓ、ベネズエラ5,000Ｕ､Ｓ､Ｓ、合

計４４，８７５ＵＳＳであったが、1982年の拠出予定額(Pledge）は、日本、デンマ

ークの100,000ＵＳ.＄を始めとする１６カ国334,913ＵＳ.＄となっている。1990

年には、1,027,415ＵＳ.＄となり、1990-1991年の予算総額で3,105,700Ｕ､Ｓ、

Sである。（インストローニュースNo.１４号、１９９０年春）

【７）所在

本部はカリブ海地域のドミニカ共和国の首都サントドミンゴにある｡

名称：InternationalResearchandTraininglnstitutefortheAdvance-

mentofWomen（INSTRAW）:（InstitutolnternacionaldeInvestigacionesy

CapacitaciondelasNacionesUnidasparalaPromociondelallujer）

住所：〈AvenidaCesarNicolasPensonlO2A＞（郵便のときこの行の表記不要）

ApartadoPostal21747（英文表記：Ｐ・qBox21747）

ＳａｎｔｏＤｏｍｉｎｇｑＤｏｍｉｎｉｃａｎＲｅｐｕｂｌｉｃ

Ｐhｏｎｅｌ－８０９－６８５－２１１１

Ｆａｘｌ－８０９－６８５－２１１７

Ｔｅlex326-4280WRASantoDomingo

序、

国連分室UNLiaison

UnitedNationsRoomS-2294

NewYork，ＮＹｌＯＯｌ７

ＵｎｉｔｅｄＳｔａｔｅｓ

ＰｈｏＤｅｌ－２１２－９６３－５６８４

Ｆａｘ ｌ－２１２－９６３－２９７８

Ｔｅｌｅｘ ４２０５４４

ＣＡＨ

Ｌに．

⑪●
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２．活動

（１）活動の分野と概略

現所長シールズ氏によれば、インストローの活動のうち、調査(Research)は

女性を見えるものにすること、すなわち女性の状況と活動をより正確に、また

包括的に記述し、定義することであり、訓練(Training)は有効な方法を開発す

ることである。そして、この２つが活動の双壁であり、さまざまな情報活動に

よって支えられる。

1990年２月１２日-16日の第10回評議員会において承認された1990-1991年の

活動計画では、開発における女性について国連内外で研究、訓練、情報がはた

す役割のいっそうの重要性が強調され、それゆえインストローがこの分野で新

しい方法論の研究を続けることが勧告されていろ。

活動計画では、研究および訓練のプログラムに関連して、次の６つのサブプ

ログラムを設定している。

二

.［女性と開発への包括的アプローチについて］開発関係の国際的議

論および動向を常にモニターし、主義や文化を越えた方法論を適用し、

女性と開発への包括的アプローチを強化する基盤をつくる。

．［女性の統計、指標、データについて］訓練ならびに女性の家事労

働（workinthehousehold）とインフォーマルセクターでの労働につ

いての新しい概念枠組みにとくに注目しつつ、女性に関する統計データ

の改善へむけて、革新的方法によるアプローチを継続・強化する。

.［政策決定について］開発プロジェクトをジェンダー視点で分析す

る方法論のモニターと評価を継続して行う。インフォーマルセクター、

テクノロジーの選択とアクセスに関する政策分析の他、新しく女性、環

境と持続可能な開発の政策分析も行う。

.［分野別活動］では、飲み水と下水の供給における女性の役割を強化

し、また新しいエネルギー源のプログラム決定に、主として訓練を通じ

て参加する。

。［女性と開発における訓練ならびに訓練資料の作成］は、これまでど

おり最大の活動である。女性と開発に関.する研究を、訓練素材に活かす

伝
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ことに重点をおく。その際、女性への融資、融資やインフォーマルセク

ターでの労働と収入を左右する財政政策、資本と過剰労働力の移動に関

するジェンダー問題、女性と開発学の模範プログラムに注目して女性と,

農村開発のような問題について訓練を行う。訓練セミナーとワークショ

ップの主催と同時にINSTRAW訓練パックの質の向上と普及を続ける。

.［ネットワーク形成について］共同作業による成果を重視し、５地

域委員会、フォーカルポイント（focalpoints）、通信員、NGOや学術団

体との共同を強化する。また、開発途上国の主要団体と共同することに

よって、南南協力体制が強められる。

情報、文書、通信に関連しては、このプログラムを継続するために次の活動

を行うこととしている。

・国際的に作成された女性と開発に関する資料が利用できるようにする。

・開発プロセスへの女性の参加状況を改善しようという意識啓発を援助

するために、適切な情報を普及させる。

・女性と開発に関する情報交換を地域で、世界中でつなぐ役割をはたす。

●

（２）女性と統計に関する活動

インストローの活動のうち、女性と統計に関するものの占める比重はひじょ

うに大きい。たとえば、1984年から1985年の間に、インストローは統計分野で

次の活動を行っている。

.「女性の役割と状況に関する統計ならびに指標」に関するヨーロッパ経

済委員会とインストローの合同会議、ジュネーブ、1985年３月１１日－１４日

.「開発における女性を表すために改善された統計ならびに指標」に関す

るヨーロッパ経済委員会とインストローの準地域合同セミナー、ハラーレ、

ジンバブエ、1985年４月２９日－５月７日

．「世帯調査によるラテン・アメリカ諸国の女性の状況」に関するECLCと

インストローの合同ワークショップ、モンテビデオ、ウルグアイ、1985年

６月３日－７日

。「社会統計および指標」に関するESCAPセミナー、韓国、ソウル、1984年

５月２２日－２８日、ならびにアジア「女性と世帯」地域会談、ニュー・デリー、

⑤
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インド、1985年１月２７日－３１日に参加し、論文・口頭で発表した。

・国連統計局との共同により、２つの技術的報告書を作成した。

・ILOと共同で、「経済活動における女性：世界的統計調査（1950-2000年）」

（腕亙e〃／〃’ＣＯ"CD/ｃＡＣＺ〃/〃-ａｌ/０６a／Ｊtat/sz/“/Ｊ"rrel／95"-ﾉ〃、

を出版した。

.－国レペルでは、1985年５月６日-10日に、ドミニカ共和国の女性の地位

向上室（OfficeofthePromotionofWomen）と国家統計局と共同で、

「ドミニカ共和国の女性統計の改善」についてのワークショップを、サン

トドミンゴで開催した。

・1985年２月２５日－３１日、国連大学(UNU）と合同で、世帯、ジェンダー、年

齢のプロジェクトの第一回共同評価会議がドミニカ共和国のサント・ドミ

ンゴで開かれた。会合では、この長期プロジェクトの一部として1984年か

ら進行中の４つの研究プロジェクトを概観した。

・1985年２月２５日－３月５日に開かれた統計委員会（この委員会は経済社会

理事会ECOSOCによって設立され、２４名の委員からなり、２年に一度開かれ

る）の第23会期で、統計分野におけるインストローの研究を発表した。

このように統計分野を重視していることは、設立の発端となった１９７５年

の世界婦人会議における認識、すなわち、調査、データ、情報の不十分なこと

が女性の地位向上の障害となっているという自覚からしても、当然のことであ

る。女性が状況を改善させ開発政策をつくりかえていく上で、適切な統計なら

びにデータを収集することが中枢的な役割をはたすという認識は、インストロ

ーの活動のなかで新しい戦略として反映され、また研究と訓練の成果を相互に

取り入れることによって、いっそう有効なアプローチとなっている。インスト

ローは女性を犠牲者としてではなく力を持つ主体と考え、女性の経済活動への

寄与を測定する方法の開発に力を注いでいる。

ＩＬの翻訳にも示されているところであるが、インストローニュースでは、

毎号、女性と統計に関する記事、あるいは関連記事を掲載しており、またイン

ストローの出版物の中で統計と指標を扱ったものの数はきわめて多い。統計と

指標に関しては、いくつかの体系的な研究および訓練が行われてきているが、
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インストローニュースNo.１４号（1990、春)では、インストロー活動開始10周年の

特集記事の中でその活動を概観している。それによると、女性についての統計

的研究には、次のようなものがある。

1980-1985年：

女性に関するデータと指標の利用可能性を向上させ、利用を促進するための概

念と手法を開発した。

・測定、雇用、無給家族従業者の地位、調査時期、および農村部の活動な

‘どの問題を含んだ女性の経済活動、とりわけインフォーマルセクターにお

ける経済活動を再定義する必要性を指摘した。

・研究と訓練が、現行の概念的枠組み、分類、定義を立て直すことに集中

すべきであり、女性の状況についての統計ならびに指標をより良く編集し

分析することに貢献するべきであることを提示した。

・国別、地域別、国際レペルでの女性についての統計の作成者および利用

者に対する技術的ガイドとなるよう企画された２つの報告書を作成し、出

版した。「女性の状況についての社会的指標の編集」（の”/〃"ｇＪＯｃ/β／

／"｡/CatOrSO〃ｔｂｅＪＷ"β〃0〃｡『的"e〃）について、現行の概念、データ

源や、指標の利用に対し、経済活動と労働力参加、識字と教育、世帯と家

族までを包括して最新の見地から再検討したもの。

『女性の状況についての統計ならびに指標のための概念と手法の改善」（

／”rOl'/"ｇCWO"ｃｅｐ２ｓａ"‘舵t〃0応'0ＪＪ〃〃ｓ〃ｃｓａ"。／"`/catOﾉ･ｓｏ〃

幼ｅＪﾉﾒ"aZ/o〃ｏｆ肋阿e〃）は、女性の状況についてより長期間にわたって

より大きい関連性を持つデータを作成する上での概念的また方法論的な問

題の分析。

.「経済活動における女性：世界的統計調査（1950-2000年）」（〃□e〃

／〃FCC"o"/ｃ化〃1Ｗ'..』’/oDa／Ｊ２ａｌ/szjca／ＪＹ/〃dWm5D-ﾉ,､ﾛﾉ）は、

1985年にＩＬＯと共同出版され、国別だけでなく地理的区分や経済的地域

別によって女性の経済活動を調査し、政策策定者ならびに一般国民のため

に最新の情報とデータを－冊で示すことをめざした第一歩とである。この

本はナイロビ会議で配布され、今でもその分野における道標とされている。

■

つ

■
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1985-1990年：

［インフォーマルセクター］関連の研究では、「インフォーマルセクターでの

生産と管理におけるアフリカ女性の役割の改善」プロジェクトを４ヶ国で実施。

アフリカのインフォーマルセクターにおける女性について、ケーススタディを

行った。その結果、インフォーマルセクターでの女性の活動を測定するには、

このセクターの重要性から、概念を明確にする必要があることと、家事労働を

金銭的に推定評価する必要があることを指摘し、インフォーマルセクターの情

報を専門に扱う公共機関の必要性を説いた。インフォーマルセクターは今日開

発途上国の大きな問題であり、とくに女性、中でもとりわけアフリカの女性に

とっては根源的問題である。解決法としては、多様化が決め手であるとされ、

救済策を導くためにインストローの女性の経済活動測定の努力が続けられてい

る。インフォーマルセクターの定義については、なお議論のあるところである。

.「工業、商業、サービス業のインフォーマルセクターにおける女性統計

の綱集・分析ハンドブック」と「アフリカ４カ国の工業、商業、サービス

業のインフォーマルセクターにおける女性統計の編集についてのパイロッ

トスタディの総合」という２つの文書を改訂した。

・ふたつの準地域セミナーを開催。１回目（ハラレ）は、女性の活動につ

いてのデータの収集、分析ならびに評価を行う現在の方法の問題点に触れ、

解決法を提案した。２回目（モンテビデオ）は、労働市場における女性の

状況の世帯調査を通じた統計的分析に焦点を当て、新しい手法の必要性を

強潤した。

・女性の統計に関するECE/INSTRAW合同会議へむけて、女性の仕事の測定

についての技術的論文の作成

・インフォーマルセクターにおける女性の統計を収集し分析する方法につ

いてのインストロー/ECA/国連統計局共同の地域ワークショップ（シアポン

ガ、ザンビア）

・同ワークショップ（ワガドーグ、ブルキナファソ）

△

［SNA］関連の研究では、その改訂とそれに関連した国際分類の修正作業の検討

を行った。「インフォーマルセクターにおける女性の収入ならびにその参加と
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生産の測定に関する専門家グループ」会合では、現存の生産区分を正しく適用

すれば、今日開発途上国で女性が行っている多くの生産活動はSNAに包括される

ことを指摘した。

・国際標準職業分類（ＩSCO:InternationalStandardClassificationof

Occupation）、国際標準産業分類（ＩSIC:InternationalStandard

lndustrialClassificationofAllEconomicActivities）、世帯や一般

政府のような経済セクター、について変更を勧告した。

・SNA改訂に関する論文発表

［家事労働］関連の研究では、女性の日常生活、とくにこれまで伝統と習慣よ

って隠されていた面については、いっそう焦点を当てる必要が認識された。家

事労働を国際標準砿業分類にふくめるべきであるとの見地に立ち、生活時間調

査の有用性を強調した。おもに女性の行う無報酬、無契約の仕事であり、いつ、

どのようにして、どれくらいなされているかの測定が容易でない家事労働につ

いて、感度の良い分類を行うことは、かくれた事実を明るみに出す戦略的機能

をはたす。国家統計局のスタッフは、女性についてのデータに一般的である数

の不足とバイアスを認識し、それが如何に開発の計画とプログラミングに影響

したかを知るよう訓練されるべきであるとされた。

、国連統計局と共同の「３カ国における砿業と産業分類の経験の検討と女性

の問題への展望からみた1987年の国際標準職業分類改訂案についてのコメン

ト」の中で、家事労働の分類について言及した。

､

［その他］の活動には、1987年に着手した高齢女性の統計データペースなど、

以下のようなものがある。

.「ラテン・アメリカとカリブの高齢女性のための諮問グループ会議：現状

と政策との関係」（ワシントン、1988年）の会合のために２つの論文を作成

した。ひとつはラテン・アメリカの成年女性についてデータペースでの主な

調査結果をまとめてあり、もうひとつは高齢女性のデータ収集と研究におけ

る問題についての論文であった。後者は、高齢女性についての刷新的なデー

タ収集のためには新しい概念の枠組みが必要であることを示した。
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、女性についての統計ならびに指標と、ＷＩＤ政策の分析、計画、プログラ

ミングの定式化のための訓練を行った。

［訓練での実践活動］として、統計についての研究を有効な訓練プログラムに

変換することを続けた。訓練参加者からは、統計の作成者と利用者の話し合い

を進めること、概念、定義、方法論を改訂することの重要性がしばしば勧告さ

れた。

・1985年、ドミニカ共和国（５月）で、インストローの訓練方法論を試すた

めに一週間の国内ワークショップが開かれた。訓練資料は統計についてのイ

ンストローの初期の出版物から引出し、その訓練技術を伝統的なものから革

新的なものに変える道を開いた。

・1986年、３つのワークショップが実施された。ひとつは準地域レペルでカ

リブ地域（CARICOM：CaribbeanCommunity）の国々のために開かれたもので、

そのCARICOMにおけるこのタイプのワークショップとしては最初のものであ

り、あとの２つはナイジェリアとパキスタン（それぞれ８月と11月）で、－

国レベルで行われた。

・1987年には、インドネシア、スリランカで国内ワークショップを開いた。

・1988年には、中国、ギリシャで訓練用国内ワークシヨップを開催し、コス

タリカで準地域ワークショップを開いた。

・1989年には、セネガル、インド、エクアドルで国内訓練用ワークショップ

を開催した。

（３）その他の活動

訓練活動としては、「訓練を行うものを訓練する」ためのマルチメディア訓

練パックの開発に焦点を当て、数々のワークショップやセミナーを実施してい

る。地域に固有の状況に留意して地域レペルでの訓練を実施し、各国政府の政

策に反映させる努力をしている。すべて参加を重視する訓練であり、１９９１年ま

でに2000人以上の訓練参加者を得ている。今日的には、東欧の農民女性の訓練

について、訓練者の訓練に関心を寄せている。

出版活動も活発に行っている。インストローの出版物リストはⅡIに示すが、
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インストローは活動開始直後から機関誌として、年３回、英語・スペイン語・

フランス語によるインストローニューズを１万部以上発行し、120カ国を上回る

政府、ＮＧＯ、研究施設、女性グループ、また個人に配布している。1992年秋で

18号を数える。また研究論文、会合記録、書物を多数出版している。日本語に

訳されたものは少ないが、1979年から1984年まで評議員をつとめた高橋展子氏

の訳による「世界経済における女性」（原題ｊｻﾞｍｅ〃/〃ｔﾉｹｅ肋｢/ｄｌｃＯ"0”、

1987)は、英語版出版とほぼ同時に日本で出され、類書の少ない貴重な文献とな

っている。また、データベースによる情報提供も行っている。文書センターを

持ち、情報収集や意見交換、研究のために訪れる人は年間をとおして多い。特

に、地元であるドミニカ共和国のグループとの交流は、双方に有益である。

その他の領域においても、例えば、1986年にはじめて国際女性デーを祝い、

女性の権利と世界の歴史をふりかえって、「全世界の女性は達成されたものに

ついては祝い、これからしなければならないことについては力を結集する」と、

その機関誌の中で述べている（インストローニューズ、1986年春夏号）。集会

では国際女性デーの由来についてのスピーチ等が行われたが、先進国で始めら

れた国際女性デーの行動が、ここでは開発途上国の女性労働者の問題を第一義

として推進されている。同誌に「文化、階級、人種、民族を越えて、平等とい

う永久の夢を求めて力を合せている」とあるのは、国際女性デーの今日的意義

を明確に表すとともに、現所長シールズ氏が最終目標として掲げる、「研究所

が一時的な存在としてその活動を止める時」の実現をめざして力を結集するこ

とがインストローの活動であることを示している。

巳

＊ ＊ ＊＊

以上、インストローの機榊と活動について、入手した諸資料にもとづいて紹

介、説明してきたが、これらによって、また以下のＩＬＩＩＩによっても、国

連の女性問題に対する取り組みにおけるインストローの存在の重要性は明らか

であろう。

国連の取り組みは、1975年の世界婦人会議をさかいに、理念から現実の行動

へと移ったといえる。さらに、1985年の「女子に対するあらゆる形態の差別の
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撤廃条約」の批准をへて、実質的平等の実現をめざした活動を行っている。実’

質的平等への戦略において、女性の現実の状況を正確に、偏りなく、地球規模

で描写することは、すべての行動の基盤となる重要なことであり、それを約１５

年にわたって継続的かつ精力的に行ってきたインストローの活動は、男女の平

等を目指すあらゆる分野から、高く評価されるべきである。

また、国連がその設立にあたって、実質的に有効な調査研究活動を行えるよ

う、十分に検討し、慎重に取り組んだことは、現在のインストローの有益な活

動を導いたものとして評価できる。自治的であることは、女性が主体的に行動

を進めることを推進する。訓練を参加重視型にすることは、初代所長フェレン

チヅク氏が強く説いたことであるが、実際、インストローの活動では、研究を

訓練に活かし、割１１練から得たことを研究に活かすことによって、変化する女性

の状況が即時的に取り込まれる機会を作っている。女性が力を持つ主体である

との認識はきわめて重要である。

本冊子の11.でとりあげた「インフォーマルセクター」、「家事労働」、ｍ

ＳＭ」はどれも、女性を統計データで描写するときの大きな問題である。とくに、

インフォーマルセクターと家事労働の問題は、実質的平等をめざすときに、不

平等を見えにくくする大きな障害物といえよう。そのため、インストローは多

くの専門家会議、国連統計局等との共同作業、いくつものワークショップを行

ってきているのである。国際的な統計研究が有効な概念と手法を開発すること

が望まれる。

日本においても、女性の実情を数量化してあらわすことの重要性をいっそう

認識し、正確な描写への努力を行うことが望まれる。そのためには、先行研究

としてのインストローの取り組.みを知り、文化や主義を越えたアプローチに学

び、その上で日本の地域的特性を考慮して研究および訓練を進める必要がある

だろう。

参照文献

インストローとその活動については、何よりも［ｌ］インストローの機関誌、

INSTRAWＮＥＷＳ（No.１，〈1984>－N0.18,〈1992>）が毎号伝えている。また、［２］日
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本統計研究所(1993）「「女性と統計」関連主要文献目次・序文等翻訳集」（統

計参考資料No.３９）とそこに紹介されている文献が、インストローの統計に関

する活動を把握するうえで貴重である。さらに、［３］本冊子の１１１で示したイン

ストローの出版物リスト自体がインストローの活動を伝えている。本稿では、

このリストに掲げられている若干の文献も参照した。［4]当然のことながら、

1975年メキシコ会議にはじまる国際婦人会議等の報告文書も直接・間接に関係

する。以上の文献の他に以下のものを参照した。

HilkkaPietila＆JeanneVickers(1990),雄jl/"：肋"e〃雌tter急〃ｅ〃/ｅ

ｏｆＺｈｅ〃/ｔｅｄ／1/`〃0"s，ZedBooks

INSTRAW(1987)，腕“〃/〃tjrIIPtWd’６０"0”（高橋展子訳く1987>、「世界

経済と女性」東京書籍）

INSTRAW(1989),SummaryofProposedProgrammesforthebienniuml990-

l99Lmimeographed

lNSTRAW(１９９０)，Ｊ〃z〃ｔｅｏ'2/Ｉｅﾙﾉﾒｅｄ/V、/0"ｓ/"ter"a〃。"a/researcb

a"‘〃a/"/"ｇ／"ぷﾉﾉzUte′ｏｒｚ"ｅｊＷ召"Ce"e〃ｔｏ′肋"en

INSTRAv(1991)，功〃/o“ｅｏｆ／/1/Jﾉﾌ?'４’′Ub//Cat/0"ｓ（主要文書の要約あり）．

UnitedNations（1946-90），’e"era／』“e”/’０'かCﾉｸﾞﾉreCOr仏lst-45th・

関連して外務省国際連合局国連政策課「第○回総会の事業」がある。

UnitedNations（１９９２)，’re〃0"ｅ，‘〃／Zed/１/'〃｡"Ｓ刊胸"`b00Ao〃ｔｊｅ

腕ｎｌＯｆＺｊｅ〃M

UnitedNations(１９９１)，的"”-“ｸﾞﾉﾉe"ｇｅＳＺｏｔ"ｅ”ａｒ２ａ〃・

Omunigraphicslnc.（1992）〃Ｏ'ｊＷｊダワ／〃ﾉﾉｹｅ〃／Zed/IbZjo"Ｓａ"。〃e/ated

dge"c」e３．

GaleResearchlnc.（1991）/"terﾉ?βZ/o"／０｢“"/ZaZj0"S、

K､Ｇ・SaurVerlag.(1991）肥arlOMPof/"Zer"at/o"/〃〃"ａＺａｔ/0"S

VC1.1991/92.

Ｋ.Ｇ・SaurVerlag・ノイear’００オヮノ.'"ｅﾙﾉﾒe‘/l/a〃O"S，1975～９１年の各版．

伊藤セツ（1991)，「国際婦人デーの新しい展開」「婦人通信」No.379（３月号）。

国連広報センター（1993）『国連の女性問題への取り組みと日本一国連デー講

演会」、世界の動き社。

、｡
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１１女性と統計に関する

主要論文・記事(ｲﾝｽﾄﾛｰﾆｭｰｽから）

Ｉｚ２Ｚご化生６＝膠司‐ず一二才言種臭とl夛訂量二二詞乞言ｆＣ二

一つしご￣てつ＞イニーニフ＜ト垣r一・つ][ＥＺＯつま且a室久

INSTRAW'ｓＷｏｒｋｏｎｌｎｄｉｃａｔｏｒｓａｎｄＲｅｌａｔｅｄＳｔａｔｉｓｔｉｃｓｏｎＷｏｍｅｎ

ｌＮＳＴＲＡＷＮＥＷＳＶＯｌ、Ｉ１Ｎｑｌ－２ｊｕｎｅｌ９８５

インストローは、女性の状況に関する統計と指標の改善に重点を置いて研究を

進めてきており、これに関わる６つのプログラムが研究プログラムの中で承認

されている。プロジェクトはその運営形態にあわせて、国連本体、機関、地域

経済委員会ならびに専門機関と共同で実施されている。1984から1985年にかけ

て、インストローは次の活動を行った。

．「女性の役割と状況に関する統計ならびに指標」に関するヨーロッパ経済

委員会とインストローの合同会議、ジュネーブ、1985年３月１１日～１４日

ｍＳＴＨＭｗ
轡⑲

鯵 ヘＮＤＩ

‐～
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.「開発における女性を表すために改善された統計ならびに指標」に関する

ヨーロッパ経済委員会とインストローの準地域合同セミナー、ハラーレ、

ジンバブエ、1985年４月２９日～５月７日

・世帯調査を通じたラテン・アメリカ諸国の女性の状況」に関するECLCとイ

ンストローの合同ワークショップ、モンテビデオ、ウルグアイ、1985年６

月３日～７日

.「社会統計および指標」に関するESCAPセミナー、韓国、ソウル、1984年

５月２２～２８日、ならびにアジア「女性と世帯」地域会議、ニュー・デリー

インド、1985年１月２７日～３１日に参加し、論文・口頭で発表した。

・国連統計局との共同により、２つの技術的報告書を作成中である。第１の

報告書は、各国が世帯調査を通じて女性の状況についての統計を収集しま

た編集する際に利用できる問題点、系列、分類、定義について例解的に論

述している。第２の報告書は、非金銭的な経済活動への女性の参加を測定

し、評価する技術についてのものであるが、これは現在進行中の国経済計

算（SNA）改訂作業にとって価値あるものとなるだろう。

・ILOと共同で、「経済活動における女性」（肋“〃/〃ECO"0"/ｃｊｃｆﾉﾘ,/ｔｙ

－ａｌ/0"ノＪｚａ〃３ｔ/Ca/Ｊ１/｢}'B′/”0-20〃のを出版した。

．－国レベルでは、ドミニカ共和国の女性の地位向上室(Officeoftbe

PromotionofWomen）、国家統計局と共同で、「ドミニカ共和国の女性統

計の改善」についてのワークショップを、1985年５月６日～10日にサント

ドミンゴで開催した。

・国連大学(UNU）と合同で、世帯、ジェンダー、年齢のプロジェクトの第

一回共同評価会議が1985年２月２５日～３月１日にドミニカ共和国のサント

ドミンゴで開かれた。会合では、この長期プロジェクトの一部で1984年か

ら進行中の４つの研究プロジェクトを検討した。

・1985年２月～３月５日に開かれた統計委員会（この委員会は、ECOSOCによ

って設立され、２４名の委員からなり、２年に１度開かれる）の第23会期で

統計分野におけるインストローの研究を発表した。

、

、
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｢経済活動における女性：世界的統計調査(1950-2000年）」

（インストロー/ILO共同プロジェクト）

このILO/インストロー共同研究は、国連婦人の１０年の達成を検討・評価する

努力の一部である。目的は、８０年代の働く女性の状況を婦人の10年の初めの頃

と比較して分析することである。

働く女性に関する詳細な情報は今でも非常に限られている。研究そのものが

将来埋められるべき情報の空白をあばいている。開発計画は働く女性の要望に

ついて時代遅れの概念にもとづいていることが多いので、こうした知識の不足

は、経済社会開発にマイナスの影響を及ぼす。働く女性の本当の状況を理解し、

その結果もっと適切な政策処方を講じれば、開発の概念と較略が再調整される

と期待できよう。

常に発展しつつある女性の労働力参加を理解するために、研究では次の事を

検証している。

・女性の粗活動率

・年齢別女性活動率

・労働力に占める女性の割合

・パートタイム雇用に占める女性の割合

・主要経済セクター（農業、工業、サービス）別の女性就業者の分布

・従業上の地位（自営業、雇用者、無給家族従業者）別の女性就業者

の分布

・主な職業上のグループ（専門的職業、技術的職業、行政的・管理的職業

事務的職業、販売営業、サービス、農業、畜産、林業、生産関連職業従

業者業）別の女性就業者の分布

・女性労働者間の賃金格差

研究の結果わかった主な事柄は次の通りである。

ａ)新しい労働市場の現況；ますます多くの女性が労働市場に参入している。

ｂ)家族責任を背負っていても職業を中断せず労働力として残る女性の数が増

加している。
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c)パートタイム雇用は男女ともに増えているが、パートタイム就業者の圧倒

的多数を占める女性に特に増えている。

d)失業者の中での女性の割合は不釣り合いに高い。

e)農業への関わりは１０年前に比べて小さくなる一方で、サービスセクターの

職業に就く女性が急増し、工業生産に占める女性の割合はいくらか増加し

ている。

f)大きな進歩にもかかわらず、８０年代初めの女性と男性の間の職務分離は、

ほぼ世界の全域で10年前と同じに厳しい。

g)女性はいまだに、非熟練、低賃金、低地位の職業にあり、しばしば仕事の

保障がほとんどない。

この世界的な統計分析からわかる雇用と失業のパターンは、社会経済的ない

ろいろな動向や、国際的、国内的、世帯内の分業を動力学的な意味でこえた技

術的・科学的な解決を明らかにし、女性の雇用関係問題のこの分析は、マクロ

・ミクロ両レペルの問題の厳密な定義的学説や整然とした分類を超えたもので

ある。研究は経済的・社会的現実の姿を明らかにし、女性が不断に変らずに、

定義も測定も認識もされない職域で働いていることを映しだしている。

この研究の中にふくまれる統計情報はさらに、世界の経済活動の中で女性が

重要な役割を果たしているという認識を実証している。女性は生産に対して周

辺的ではない重要な役割を分担している。したがって、労働組織と労働条件が

女性就業者に影響するだけではなく、女性就業者の状態が生産過程に影響する。

だからこそ、生産様式、労働組織、労働時間、家族福利のための社会設備を含

めた労働の場の変革が、働く女性の状況改善と生産過程の改良の両方にとって

基本的なことなのである。

女性就業者は男性と同じように、失業の経済的、構造的、あるいは人口学的

諸原因の影響を受けているが、女性は、その上さらに、女性に対する差別の諸

影響の被害を被っている。だが、女性が失業者の中に占める不釣り合いな割合

は、多くの家族の経済的福利が全面的あるいは部分的に女性にかかっている世

界では、受入れ難いものである。

意思決定過程への女性の参画の不十分もそのひとつである職業的分離は、女
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性就業者と男性就業者の間での機会と処遇の平等に対する大きな障害を示して

いる。さらにこの分離は、公正で平等な発展への努力を妨げる。なぜならば、

コミュニティー開発の主要な担い手である女性が、その過程を制御する意思決

定から除外されている限り、開発は不均衡であり続けるだろうからである。

将来の開発戦略と行動計画を成文化するためには、女性の労働、特に国の統

計に十分記録されていないような女性労働の多くの側面をもう一度詳しく調べ

ることが不可欠である。従って、女性の労働を正しく評価するためだけでなく、

女性の労働を革新的に定義することをめざして、データの収集、編集、作表、

分析の点で入ってくるジェンダーバイアスを排除するためにも、現存の概念は

再吟味されなければならない。この報告書は作業が進められるべき４つの主要

領域、すなわち、農業生産、経済のインフォーマルセクター、家事労働（

householdproduction)、無給家族就業労働、を強調している。

教育者だけでなく各国政府、政府および非政府の組織、開発計画者にこの研

究結果を注目させ、そして女性と労働に益するより適切な政策処置を定式化し、

実施することを促進するよう、精一杯の努力をしなければならない。

女性の役割と状況についての統計および指漂に関する

ECE/インストロー合同会議

ヨーロッパ統計家会議は第３２回総会において、1983年６月の第３１回総会です

でに採択された、1984/85年にインストローと合同で女性の役割と状況に関する

会合を開くという決議を確認した。

そこで、女性の役割と状況についての統計と指標に関するECE/インストロー

合同会議が1985年３月１１日から１４日までジュネーブで開かれた。参加者は、オ

ーストリア、ペルギー、カナダ、チェコスロバキア、フィンランド、フランス、

東西ドイツ、ハンガリー、アイルランド、イタリア、オランダ、ノルウェイ、

スペイン、スウェーデン、トルコ、ユーゴスラビア、国連社会開発研究所(UNR

ISD)、専門機関としては、国連労働機関（ILO)、食糧農業機柵(FAO)、世界保健

機関(WHO)、政府間組織としては、ヨーロッパ経済共同体、英連邦事務局（

CommonuealthSecretariat）、そして非政府組織として国際女性同盟（Inter‐

ろ
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nationalAllianceofWomen）、国際女性協議会（thelntemational

CouncilofWomep）、国際大学婦人協会（InternatioDlFederationof

UniversityWomeD）であった。

４つの主要議題が討議されたが、それは、１）女性の統計を得るのに使われ

るデータ源、２）既存の女性に関する統計の分類体系が適切であるかどうか、

３）女性に関する統計の概念的および方法論的問題、４）女性に関する統計に

ついて最近なされた改善と今後計画される改善について、であった。

会議は、主として各国統計局が作成した23の文書を検討した。インストロー

は２つの文書を発表した。ひとつは統計分野におけるインストローの活動につ

いてであり、もうひとつは、ECE地域の女性の状況に関する統計と指標の改善に

関して国連統計局とインストローが共同で作成した文書である。

女性の統計に関する現存の分類枠が適切であるかどうか、また女性の統計に

おける概念的・方法論的な問題は、次の４つの特定の分野におよんだ。ａ)家族

構成、家族、世帯における女性の地位、ｂ）経済活動、ｃ）女性の収入と世帯

収入に対する女･性の寄与、。）社会・経済分類と流動性、である。

癬蕊輔ｗＡ－ロ
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ECE/インストロー会議（ジュネーブ）
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ａ)の分野については、家族と世帯の定義と分類のバリエーションは、国別に

だけでなくひとつの国の中でも、かなりあると参加者は感じた。経済活動につ

いては、（たとえば経済活動、無給家族労働（unpaidfamilywork）やその他

の無給労働といった）女性の活動の多次元的な性質を反映し測定できる概念と

方法を開発するために進行中の研究が重要であると強調された。家庭内（in

thehome）での女性の労働を経済的・社会的認識するためだけでなく、世帯の

福利（householdwelfare)の概念を広げるためにも、家事労働の貨幣価値を改

善することが重要だと強く主張された。

女性の社会的流動性と機会を、男性と比べた統計を開発することが必要であ

ると認められた。会議は、討議された４つの分野における概念と方法を改善す

るよう、国内、国際両レベルでいっそう研究するべきであるとした。

会議はまた、ヨーロッパ統計家会議でさらに研究する必要のある多くの問題

を次のとおり認定した。

女性の身分や状況に関する情報を引出すために、各国で生活時間を用

いてみること

（たとえば婚姻中であるか独身であるかというように）、異なる状況

にある女性に対して社会・経済的地位を特定するために開発された方

法

女性の経済活動の測定に関する問題

男性あるいは女性個人が、ひとつの活動だけでない活動で生活を送る

様子を表せる多元的な経済活動概念を開発すること

女性の失業と不完全雇用を測定するにあたっての問題

世帯収入に対する女性の寄与を測定する方法

家事労働（housework)、家庭内の雑事、家庭内での活動（home-based

activity）の価値を評価してみること

ライフサイクル研究、コーホート分析、系列別などの縦割りの分析

社会的流動性の研究

標本調査での態度と感情についてのデータ収集における問題

センサスやサーベイで使われる（異なるタイプの世帯櫛成をとりあげ

る）世帯と家族の定義および分類を改善すること

a）

b）

Ｊ
Ｊ

Ｃ
．

ｊ
ｊ
Ｊ

ｅ
ｆ
ｇ

Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

ｈ
・
１
ｊ
ｋ
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l）社会経済グループの分類

､）不平等を測定する方法

こうした努力が重複しないように、この分野での研究は今後、インストロー

や国連統計局などの国際機関が行っている同様の研究と密接に協力していくべ

きでことが会議では示された。

十分な進展をみた議題について、1988/89年にインストローと共同で会合を開

くこと、その前に非公式会合を1987年にとりあえず開くことが提案された。

開発における女性についての改良された統計ならびに指標：

インストロー/ECA準地域訓練セミナー

女性の活動と要求についてのデータを収集、分析、評価する方法は、開発計

画が女性の潜在力と要求を効果的に引出すかどうかという点で重要な役割を果

たす。それゆえ、この問題に対して統計の作成者と利用者が敏感になり協力す

ることが不可欠なのである。

このような考えに基づいて、インストローはアフリカ経済委員会(ECA）なら

びに国連統計局(UNSO)と共同で、南アフリカと東アフリカ準地域での統計の作

成者と利用者のための訓練セミナーを、女性の状況についての統計ならびに指

標に関する主要研究プログラムのフォローアップとして、開いた。セミナーは

ジンバブエのハラーレで1985年４月２９日～５月７日に開催された。

ジンバブエの地域開発・女性問題相である、テュレーロパ・ノンゴ閣下が開

会宣言をした。

開会式演説はインストロー代表のメルパ・タラウェイ研究訓練主任のほか、

UNDP副総裁、UNFPA（国連人口基金）の臨時議長、ECA代表が行った。

会合には、各種国連機関の代表以外に15カ国から45名が参加した。

会合の協議事項は、人口と人口統計学的指標、教育、雇用、経済活動、健康

と栄養、女性の組織等の指標を計算し表示するための基本方針に及んだ。会合

の目的は次のとおりである：

ａ）女性に関する統計と指標の出所と応用について、統計の作成者と利用
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者の間の対話を促進すること

参加者に以下のようなことに馴染んでもらうこと：

・女性についてのデータ源

・国の統計局の資源

・開発における女性についての政策、計画、プログラムを計画したり

監視したり評価したりするのに有用な各種の指標ならびに計算と表

示の方法

・これらの指標の当面の、あるいは潜在的な応用

・利用者の組織

こうした指標の代表的な一団を計算したり表示したりする経験を参加

者に積ませること

女性のデータを国の統計系列に取り込み、またこのようなデータを政

策、プログラム策定、監視、評価に利用するためのより良い方法が研

究されているが、それに貢献すること

b）

c）

｡）

会合では、センサス、世帯調査、行政登録という３つの情報源について深く

討議した。そこではそれぞれの有利な点、不利な点がわかった。この３つの情

報源は、互いに補完するという点でも、いろいろな統計上の要望を補う点でも、

重要だとされた。

センサスは、おおくのアフリカ諸国でこれまでに２つ、ときに３つさえ実施

したように、いまだに主要な情報源であるので、センサスに新しい次元を導入

して、最も生産的かつ有効に利用するべきである。女性団体は積極的になって、

自分たちがセンサスからなにを求めているのかを示し、センサスが企画される

ときに、疑問を差しはさんで変えていくべきである。

世帯主の理解と解釈の違いに関連して、世帯調査の問題が強調された。つま

り、だれが世帯主であると考えられるかが今も大きな問題なのである。もうひ

とつの問題は、経済的領域のもので、農業における季節的就業と、人々の労働

可能性に基づいて、従って無給家族従業者を数えないことになる失業者の測定

の問題である。産業統計もまた問題のある領域である。雇用者の性別データを

集めるため、産業統計でも新しいイニシアチブをとることが必要である。
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これらの問題を克服するには、女性の活動を算定するため、政府がこの調査

に女性の要素を組込むべきであると指摘された。

もうひとつ挙げられたのは、統計当局の分散型対集中型の問題であった。分

散型は重要であり便利であるが、統計当局の規模が小さいことによって、その

作業様式や、収集、処理、分析、評価というような分野すべての要求に答える

力に影響が出るかもしれない。一方、集中型機関では通常、分散型の小さい局

よりも強い、意のままにできる手段を多くもつが、情報へのアクセスが難しく

なる。

この問題を克服する方法として、統計局の要望に沿って女性についての情報

を収集する任務を負う職員を指名する際に、女性、NGO、労働組合、官公庁など

をより多く取り入れていった国もいくつかある。

もうひとつ問題にされたことは、時として真実を表さない指標の解釈につい

てである。

人口データの分野では、女性を人口の中での社会・経済的情況、つまり移動

難民密度、都市と農村、高い若年人口、人口内の文化の多様性、人口分布、移

民といったものと切り離して考えることはできないことが示された。

都市の人口増加は移民によるものである。都市化と都市の成長があまりに急

速に起った結果である。都市に移入する女性の数と割合を知ることは、都市に

おける女性の就業状態に関する問題を提起するので、非常に重要である。移入

が家族関係に与える影響のみならず、施設の問題もある。

アフリカでは急速な都市化を止める手段として、ふるさとに残ることを奨励

する新しい法律を導入した国もあるという発表があった。

教育の分野では、情報、特に中途退学者についての情報は、性別区分に基づ

いて収集するべきことが強調された。生涯教育ならびに市場の雇用機会につい

ての情報も利用できるようにするべきである。

統計についての初歩的知識は、学校教育や大学のカリキュラムに導入される

べきである。

経済活動の分野では、インフォーマルセクターにおける女性の経済活動に関

して統計のギャップが存在することが示された。したがって、インフォーマル

セクターでの女性の経済活動について情報を収集する必要性が高まっているこ
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とが強調された。

このような情報を収集するためには、データ収集技術を開発し、この分野で

の訓練のために奨学金を供与し、また女性のための国家機関を強化する必要が

ある。

政府の各部局・機関の間で情報収集について協力することが不可欠である。

統計の利用者と作成者の間でもっと話し合うことも必要である。さらに、国際

的、地域的なシステムないし基準、またはその両方に従った準地域に関する統

計を出版するようにとの要望がある。

会合の結論としては、態度を測定するための小規模調査を実施すること、セ

ンサス、調査などによって収集された情報を普及させること、分散型の統計シ

ステムを確立すること、登録記録を改善すること、そして基金と優秀な人材を

通じて統計当局を強化することの必要性が強調された。

参加者は、UNSOやインストローやECAが、国内セミナーの開催や国内での訓練

担当者への奨励金の支給によって、統計分野の職員の訓練を援助する可能性を

質問した。最終的には、セミナーで発表された考え方や視点は、ＥＣＡが２年に

１回開くアフリカ企画者・統計家行政会議（AfricanMinisterialConference

ofPlannersandStatisticians）に提出するよう提案された。この会議はレ

ペルの高い権威あるものであるから、国家レベルで行われる必要なステップを

推し進めるであろう。

サントドミンゴにて

「ドミニカの女性に関する社会指標」についての合同ワークショップが、

1985年５月６日～５月１０日の間、ドミニカ共和国の女性の地位向上局（

GeneralOfficeontheAdvancementofVomen）と統計局、インストローによ

ってインストロー本部で開かれた。

このワークショップの目的は、ａ）ジェンダーガリの統計の収集と作成に使われ

ている現存の方法論を検討するｂ)国連勧告に従って、現存の概念を改善する

かあるいは新しい概念を作り出す、ことであった。

開会演説はインストロー所長のデュナ・パスティツィ・フェレンチック、続
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いてドミニカ共和国女性政策推進局長のマルタ・オルガ・ガルシアによって行

われ、インストロー社会問題担当員、マリー・パウロ・アリスティは、インス

トローが行った世界の女性の状況に関する統計の改善の仕事を紹介した。

このワークショップには多くの政府組織、非政府女性組織が参加した。
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ニイニーニ＜トヱコーニゴZごT2生じ＝一つし速－てロブ

訂ｦ乞言f－画やJ孤牙『うそ

StatisticalResearchonWomen

lNSTRAWNEWSNoJ4Springl990

[訳者：1990年のインストロー創設10周年に際しての特集号でインストロー

の10年をふりかえっている。次の書出しの下に、女性についての統計的研

究その他の回顧がある。ここでは、統計的研究についてだけ訳出する］

INSTRAW１０年を経て：女性と男性の新しい共同関係

女性と開発という、本来的に複雑で多様な新分野においては、文化を越えた

協同アプローチが必要である。研究、訓練、情報は、インストローの作業プロ

グラムにおける相互関連的かつ相互支持的な３つの柱である。このプログラム

は、１０年を通じてずっとその一貫性を維持しつつ、次の５つのプログラム

「群」をめぐって編成される枠組みへと発展してきた。すなわち、女性につい

ての統計と指標ならびにデータ、政策策定のための研究、セクター（分野）の

問題、女性と開発についての訓練ならびに訓練用資料の制作、それにネットワ

ーク形成の５群である。ほとんどの研究プログラムには訓練の要素があり、ま

たほとんどの訓練プログラムは研究の結果を取入れている（インストローの中

期計画の補足を参照のこと）。

女性についての統計的研究

女性についての統計は、当初よりインストローの作業プログラムの要であっ

た。後に国連経済社会理事会および総会に反映されたメキシコシティでの1975

年婦人会議の勧告では、女性が状況を改善させ、開発政策を作りかえていく上

で、適切な統計ならびにデータを収集することが果たす中枢的な役割が認めら

れた。このことは、統計についてのインストローの研究および訓練が、女性の

生活に直接関係する新しい戦略に徐々に映し出されるとともに、繰り返し証明

されている。
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統計についてのインストローの初期の作業は、経済的社会的開発のあらゆる

局面における女性の役割に特に関連させながら、女性に関する指標ならびに関

連基礎統計の利用可能性を国内、国際両レペルでいかに向上させ、利用を促進

するかに集中していた。それには、国際的レペルでの統計および指標の選択、

詳述、編集、分析を行うこと、各国が統計の収集、普及、分析のためのプログ

ラムを開発し実践するのを援助すること、そして信頼性があり、速報性をもち、

包括的な統計と指標を人手するのに必要な概念と手段を研究し開発することな

どがある。

全体として、インストローでの女性に関連した統計と指標という分野での仕

事は、測定、雇用、無給家族従業者の地位、調査時期、および農村部の活動な

どの問題を含んだ女性の経済活動、とりわけインフォーマルセクターにおける

経済活動を再定義する必要性を指摘している。また、研究と訓練が、現行の概

念的枠組み、分類、定義を立て直すことに集中すべきであり、女性の状況につ

いての統計ならびに指標をより良く編集し分析することに貢献するべきである

ことを示している。この仕事は、国連統計局との極めて貴重な継続的協同作業

と、国際労働機関（ＩＬＯ）、地域委員会等の国連機関からの援助を得て行わ

れた。

1982年にインストローは、統計についての最初の活動のひとつを終えて、国

別、地域別、国際レペルでの女性についての統計の作成者および利用者に対す

る技術的ガイドとなるよう企画された２つの報告杏を作成し、出版した。ひと

つは、『女性の状況についての社会的指標の編集」（の”ﾉﾉﾉ"ｇＪｏｃﾉﾖﾉﾉ"`た

“10｢ｓｏ〃ＺｂｅＪ/t“〃・〃ｏｆｌＰｂ"e〃）についてのものであり、現行の概念、デ

ータ源や、指標の利用に対し、経済活動と労働力参加、識字と教育、世帯と家

族までを包括して最新の見地から再検討したものであった。

２つめの出版物は、「女性の状況についての統計ならびに指標のための概念

と手法の改善」（／”/ｗ/"βの"c”'３β"‘ﾑﾙﾋﾞｶ0.ｓ'0ｒＪ〃〃３t/Ｃｓ‘"。

/"｡/Ｃａ'orｓｏ〃ﾒｶｅＪＷＵａｚ/o〃ｏｆ腕"e〃）であり、女性の状況についてより長

期間にわたってより大きい関連性を持つデータを作成する上での概念的また方

法論的な問題を分析した。勧告は、収入や地位の格差と流動性についてだけで

なく、ここまでに述べたすべての分野についてもなされた。
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これら文書は広く配布されて、国連機関によって統計訓練の研修会に利用さ

れており、他の文書も国連統計局との緊密な協力によって作成された。

女性の地位を修正し、経済的および社会的開発における女性の役割を文書化

することに長年関わってきたという点で、インストローは、適切なデータによ

って必要な客観的実証根拠を作る着実な基盤を築くために懸命の作業をしてき

ている。

「経済活動における女性：世界的統計調査（1950-2000年）」（’ｍｅ〃/〃

FDO"0Ⅲ/cAcU〃/〃ノＡ’/ｏｊａ/Jtaz/s〃“／Ｊ"r''el〃妬０-’0りりlﾉ）はその目的

にそったインストローの最初の大きな労作だった。それは1985年にＩＬＯと共

同出版されているが、国別だけでなく地理的区分や経済的地域別によって女性

の経済活動を調査しており、政策策定者ならびに一般国民のためにこの主題に

ついての最新の情報とデータを－冊で示すことをめざした第一歩という意味が

ある。この本はナイロビ会議で配布され、今でもその分野における道標とされ

ている。

インストローの統計作業は精力的に進んだ。女性の役割と状況に関する統計

ならびに指標についての会議が、1985年３月にジュネーブでヨーロッパ経済委

員会(ECE）との共催で開かれ、インストローの将来の作業に向けての基礎を作

った。参加者は、一層の作業を必要とする分野と問題点として、それぞれ異な

る状況で生活している女性に対して社会・経済的地位を同定する方法、個人が

如何にしてひとつ以上の活動に時間をさいているかを記述する多元的な経済活

動概念の開発、社会的流動性(socialmobility)の研究、サンプル調査を通じて

想度と感情をあらわすデータを集める際の諸問題、刑事犯罪と暴力の犠牲者の

統計、それにとりわけ社会における女性の力と影響力、などを確認した。

インストローはまた、世帯、ジェンダー、年齢に関する国連大学の長期研究

プロジェクトにも参加した。このプロジェクトは研究の新しい流れを反映し、

社会的にも経済的にもその立場が変りつつある女性について広い視座を取り入

れる複数の研究手段を用いた。

インフォーマルセクターの問題での前進
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統計研究は、1986年10月にサントドミンゴで開かれた専門家グループ会議の

後、非常に進んだ。この会議でインストローは、現在進行している国連の国民

経済計算（ＳＮ比SystemofNationalAccounts)とそれに関連する国際分類の修

正作業を検討するよう指示された。インストローはまた４つの基本的論文を作

成した。その論題は次の通りである。

、経済のインフォーマルセクターへの女性の参加の測定と評価

・世帯調査を用いた女性の統計と指標の改善

・ラテンアメリカにおけるインフォーマルセクターの女性について：方法論

的問題

・女性の経済的状況についての統計ならびに指標の開発

これらの報告書について専門家グループは、統計と指標を改善してＷＩＤに

適用するうえで「極めて大きな技術的貢献」をしたと結論した。「測定の概念

が、女性の経済的貢献を含む点での可能性をテストするほど深く分析されたこ

とは、いまだかってなかった」とも言った。とくに開発途上国で著しい、女性

が通常受け持つ活動とそれが開発にもたらす貢献は、見過ごされたり、それが

見えなくなるような広い区分にまとめられてしまったり、偏りのある取り扱い

を受けたりしていることを、専門家グループは発見した。インストローは従っ

て、国際標準職業分類（ISCO:InternationalStandardC1assificationof

Occupation）、国際標準産業分類(IＳＩＣ:theStandardlndustrialClassifi‐

cationofAllEconomicActivities）、それに世帯や一般政府のような経済

セクター、について勧告すべき変更に関する見解を示す論文を用意し始めた。

さらに、インストローの1986年の活動報告を検討した国連総会は、「インス

トローの活動の重要性と作業範囲」に対し、特に女性についての統計ならびに

指標と、ＷＩＤ政策の分析、計画、プログラミングの定式化のための訓練に関

して満足を示した。

これに力付けられてインストローは1987年、国際分類の改訂に寄与すること

のみならず、女性の役割と寄与を明らかにすることに特に力を注ぐ活動プログ

ラムをインフォーマルセクターへも拡大した（INSTRAWNEWSNql2参照）。

1987年５月、インストローはヨーロッパ経済委員会（ECE）がジュネーブで開催

した、「世帯収入に対する女性の寄与の測定について：概念的ならびに方法論
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的問題」という女性の統計に関する非公式会合で、ひとつの論文を発表した。

会合では、インフォーマルセクターについて、女性の活動を測定するにあたっ

てのそのセクターの重要性から概念的に明確化する必要性と、家事労働を金銭

的に推定評価する必要性とが繰り返し語られた。このような金銭評価は、ＳＮ

Ａの既存の分け方を修正しなくても「拡張した国民総生産」の概念に含めるこ

ともできよう。

「インフォーマルセクターでの生産と管理におけるアフリカ女性の役割の改

善」についての新しいプロジェクトが、国連組織との協力によって1988年に実

施された（本文25ページ参照）。プロジェクトに関わる４つの国、ガンビア、

ザンビア、ブルキナファソ、コンゴが選ばれ、初回のデータ収集の特別研究班

になった。最終的にこのプロジェクトは、技術手引書といえる、それぞれの国

でのデータ編集の試験的プロジェクトについて報告を出し、２つの地域と４つ

の国でのワークショップを開くことになろう。

もうひとつのインストローの研究プロジェクトである、高齢女性の統計デー

タペースは、1987年に最初に手がつけられ、その翌年、「ラテン・アメリカと

カリブの高齢女性のための諮問グループ会議：現状と政策との関係」（ワシン

トン、1988年）向けの主要な情報源として用いられた。インストローはこの会

合のために２つの論文を作成した。ひとつはラテン・アメリカの成年女性につ

いてデータペースでの主な調査結果をまとめてあり、もうひとつは高齢女性の

データ収集と研究における問題についての論文であった。後者は、高齢女性に

ついての刷新的なデータ収集のためには新しい概念の枠組みが必要であること

を示した。

インストローの統計研究は継続され、1989年には最優先事項になって幅広い

国際的認知を得た。インストローはＳＮＡの改訂に関する論文を提出し、９つ

の開発途上国でインフォーマルセクターのケーススタディの最初の分析結果を

発表し、国連の主要出版物３点の情報源となった。その他、1989年にインスト

ローが行った統計関係の主な活動には、次のものがある。

・女性の統計に関するECE/INSTRAW合同会議へむけて、女性の仕事の測定

についての技術的論文の作成（ジュネーブ、１１月、本文26ページ参照）

・アフリカのインフォーマルセクターにおける女性についての特別研究班な

4２



らぴにケーススタディの継続

ラテン・アメリカの高齢女性についての統計データペースに関する作業の

発表

統計訓練は研究結果を実践に移す

統計についてのインストローの訓練作業は、女性の活動についてのその分析

と再定義によることろが大きい。合計すると、インストローはその統計プログ

ラムの一部分として、長年にわたって数多くの訓練用ワークショップを運営し

てきた。共通の目的は、データ作成者と使用者の間で、その国や地域の特殊性

を考慮に入れた話し合いを開始し、強化することであった。ワークショップは

参加型手法に従った。国連統計局との協力により、その研究に基づいた適当な

訓練資料やマニュアルも作成した。

1985年にはふたつの準地域セミナーが開かれた。１回目（ハラレ、５～６月）

は、女性の活動についてのデータの収集、分析ならびに評価を行う現在の方法

の問題点に触れ、解決法を提案した。２回目（モンテビデオ、６月）は、労働

市場における女性の状況の世帯調査を通じた統計的分析に焦点を当て、新しい

手法の必要性を強調した。

また1985年にはドミニカ共和国（５月）で、インストローの訓練方法論を試

すために－週間の国内ワークショップが開かれた。訓練資料は統計についての

インストローの初期の出版物から引出し、その訓練技術を伝統的なものから革

新的なものに変える道を開いた。

1986年には３つのワークショップが実施された。ひとつは準地域レペルでカ

リブ地域（CARICOM：CaribbeanCommunity）の国々のために開かれたもので、

そのCARICOMにおけるこのタイプのワークショップとしては最初のものであり、

あとの２つはナイジェリアとパキスタン（それぞれ８月と１１月）で、－国レペ

ルで行われた。一般的に、参加者は、女性の労働力参加、特に農業部門と家庭

経済での参加に大きく注目すべきであることを主張した。また性と未既婚別に

よる変数の組合せ表示と区分の重要性を強調した。女性の日常生活、とりわけ

これまで伝統と習慣によって隠されていた面については、いっそう焦点を当て
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る必要があった。国家統計局のスタッフはまた、女性についてのデータに一般

的である数の不足とバイアスを認識し、それが如何に開発の計画とプログラミ

ングに影響したかを知るよう訓練されるべきである。

ワークショップは性別区分と生活時間調査を強調

インストローは統計についての研究を有効な訓練プログラムに変換すること

を続け、1987年には２つの国内ワークショップを開いた。インドネシアから発

せられた勧告（１０月）は、データの収集、処理および分析の性による区分と、

女性の家事労働やボランティア活動を主題とするミクロ研究とについて、統計

の利用者と作成者の定期的な会合を要望するものだった。スリランカ（１０月）

での参加者は、ジェンダーのバイアスがかかった用語や、自由交易地域の労働

者、家庭内使用人、家庭を仕事場にする女性就業者（home-basedwomen

workers）、ひとり親などの領域をふくめて行われる小規模調査に対しては、修

正が行われるべきだと付け加えた。また、女性の問題に関わるすべての組織が、

そのプログラムの企画、実行、普及にあたって、利用できるジェンダーについ

て明確なデータと指標をすべて使う点で敏感であるべきことを勧告した。

さらに２つの訓練用国内ワークショップとひとつの準地域ワークショップが

それぞれ、中国、ギリシャ、コスタリカで1988年に開かれた。－番頻繁に共感

された勧告は、概念、定義、方法論を改訂することの必要性、来るべき人口調

査の質問項目からジェンダーバイアスを取り除くこと、そして統計利用者と作

成者との話し合いを推し進めることなどであった。

北京（６月）では参加者は、婚姻上、健康と栄養状態上の地位、死亡率と死

因、教育レペル、政治参画、労働保護というより質的な指標を取り入れるよう

主張した。アテネのワークショップ（１０月）では、データ収集、家庭を仕事場

にする労働者、単身女性世帯、女性移民労働者、化学・薬学・製靴皮革工業に

おける不平等賃金労働者などのグループに注目してデータを集めることを優先

するよう要望された。一方サンノゼ（12月）では、データ利用者が、移住の状

況と原因、よりすぐれたライフサイクルと生活時間の調査の仕上げに注目する

べきだと要求した。
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1989年にはまた別の統計についての国内訓練用ワークショップが、セネガル

（６月）、インド（７月）、エクアドル（11‐１２月）で開かれた。共通の論題に

は、データ収集の方法と概念の適切さ、データの出所と要求の確認、女性と開

発についての統計と指標を編集し利用するための戦略などがあった。

セネガルでは参加者が、女性のデータを集中して分析する政府統計部局を作

り、終局的には女性のデータバンクを設立するよう勧告した。また、洋裁業や

自作農のようなインフォーマルセクター分野での特別調査をも要望した。イン

ドでは、参加者は、とりわけ女性・若年層の地位についての新しい統計を創出

することを委ねられた研究があるべきだと言い、世帯を経済単位として反映す

るよう世帯の概念を変えるべきだと主張した。エクアドルのワークショップは、

インフォーマルセクターで働く女性の割合を判定し、特に家事労働を通じての

女性の社会への貢献を評価する変数を提案した。

4５



Ｓ茎之1翌三つ＞ｆ士司三奎

弱乞言1--で｣見夕己為る」こ う０＝-ず一壱

lntervieu7:ＴｈｅＳｔａｔｉｓｔｉｃａｌＶｉｓｉｂｉｌｉｔｙｏｆＷｏ■e、，ｓＷｏｒｋ

ｌＮＳＴＲＡＷＮＥＷＳＮｏ､９Winterl987

過去15年間にわたり、ILOの人口学・経済学の専門家であるリチャード・アン

カーは開発途上国における女性の労働について、さまざまな側面から研究をし

てきた。目的は、女性の経済活動がもっとよく統計に表れるように(increas-

ingstatisticalvisibility）することである。1987年８月、インストローの

開発における女性(WID)連続講演シリーズで、アンカーは第三世界における女性

と就業について、現存の情報の暖昧さとその問題点を語った。

女性が行う経済活動の大部分はセンサスや調査に過小にしか報告されていな

いため、女性の労働力参加に関するデータは、不正確であるとか、ともかく不

完全であると一般には認識されている。この問題は、途上国であると先進国で

あるとを問わず深刻である。女性の労働と収入が一家の生計に不可欠である時

でさえ、女性は「経済的に活動していない」と表現されることが多い。

「女性の労働力データを改善することは、女性の経済的寄与を統計に正しく

反映することにほかならない」とリチャード・アンカーは言う。アンカーは、

ジュネーヴのILOの雇用と開発部門のスタッフメンバーである。

アンカー氏がこれまで主にとりくんできたのは、開発途上国における女性の

就業について、その測定を改善するための研究である。彼は、研究、論文、フ

ィールドワークのいずれにも貢献している。

最近ILOの助成によってインドとエジプトで行われた２つのフィールド調査で、

アンカーは統計的に同一な男性回答者と女性回答者、男性質問者と女性質問者

をサンプルとし、キーワードと活動タイプについての調査票を用いて、質問の

タイプ、質問者のタイプ、回答者のタイプ、労働力活動の定義、によって回答

された女性の活動率がどう変るかを観測した。まったく新しい方法と調査票を

用いたことで、女性の活動率は飛躍的にあがった。

女性の労働が不正確であったり過小に報告されるのは、現行の労働力の定義

4６



に起因する。アンカー氏はこの定義を「基本的に適切である」としながら、改

良の余地があると考えている。たとえば、薪集めや水くみの活動が、遠くまで

行ったり、世帯内の自給的活動に要する時間に変化が表れるほど行われる場合

には、活動に含めることなどである。「この２つの例はふつうほとんど女性だ

けに関係するものである」とアンカーは言う。

世帯での効率

家事労働（householdwork）を経済活動に含めるかどうかという問題は、１９

７０年代からずっと激しい議論のあるところである。アンカー氏は、このような

評価の積極的結果として、家事担当者（bousemaker）は年金や社会保障をうけ

る資格があると言う。開発途上国では、「政策決定者が家事労働（household

tasks）の効率を考えるだろう。家事労働は極端に生産性が低く、粉をひいて

たたいたり、燃料や水を採取するながくつらい作業である。これらの活動は、

製粉機や簡単な機械を使えば瞬時に極度の低コストで行われうる」。

もし家庭内の活動が生産的な労働として評価されるなら、新しい技術をとり

いれ、少々の資本を投下して、家庭（home）をもつと効率的にし、危険の少な

い方法ではやく仕事ができるようにしたいと、政策決定者は願うだろうとアン

カー氏は言う。

問題は家事に対する「市場の等価」を見つけることであると氏はつけ加えて

いる。たとえばインドの多くの村では子もりがいないのが普通なので、育児に

市場等価を与えることは非常に難しい。アンカー氏は、使われた時間を測定す

るよりも「生産された産物」によって評価するほうがよいとしている。

労働力の定義を変えること、あるいは家事を生産的な労働に入れることに対

して、いつも出てくるひとつの反対論は、だれでもがこのカテゴリーに入ると

みなされうるし、経済的に活動していることになる、というものである。女性

には失業者はいなくなる。ついには労働力という概念が意味をなさなくなると

いうのである。

この議論に対するアンカー氏の答えは、概念が実際にいくぶんか価値のない

ものになる一方、「その意味ある部分では人々が何をしているかがわかる。た
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とえば第三世界の大部分の艮村地帯では、基本的にはだれもが経済的財を生産

しているので、労働力に入っているかいないかの区分は現実にあまり意味のあ

ることではない」というものである。

「開発における女性」についての研究のうち、現在中心的な問題は何かとき

かれると、アンカー氏はまず、インフォーマルセクターをあげる。近代的セク

ターは人口増加にともなう労働力の拡大を吸収できないのだから、女性も男性

もますます多くの人がインフォーマルセクターの活動によって生計をたてるこ

とになる。そしてかれらは多くの場合に標準以下の労働条件下で活動している。

女性は、小商売や露店商などの形でインフォーマルセクターに過剰に存在する。

「インフォーマルセクターの女性についてもっとわかれば、政府はもっと憂え

てなにかするだろう」と言う。

アンカー氏は、収入源をつくるプロジェクトについての新しいビジョンに言

及している。このプロジェクトは小さすぎて、ほとんどの人にいきわたらない

し、高くつきすぎて実行できないと今はみられているものである。「適切な情

報と原料を以て女性に手を差し伸べることと、計画作成者に対して女性を忘れ

ないように、とくに融資、農業、拡張サービス、法的障害、技術訓練において

忘れないように働きかけること、が望ましい」と氏はいう。

しかし今日もっとも重要な問題は、女性を女性として分離したプロジェクト

や女性担当部局を通じてではなく、資源の配分と部門別の計画によって、女性

の状況を改善することである、とアンカー氏は言っている。「以前は、女性を

開発にとりこまなければいけないと考えられていた。今私たちは、女性がいつ

でも開発に組込まれてきたことを知っている。女性は今日、切り離された要素

ではなく、開発の主流をなすものだと考えられている。」
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女性の状況に特異な統計と指標の開発は、1975年に、メキシコの世界婦人会

議で採択された国際婦人年の目標へ向けての世界行動計画において、地球レペ

ルでははじめて勧告されたものである。

この勧告に引続いてすぐ、国連システムにおいて数々の決議や決定がなされ

た。国連統計局（UNSO）と密接な協力関係にあるインストローは研究・訓練プ

ログラムを立案し、これは1982年に第２回評議員会で承認された。中心となる

行動の範囲は、女性に関する基本的な統計、とくに経済的・社会発展のさまざ

まな面において女性の役割を考慮した統計の利用可能性を改善することであっ

た。この行動にはいくつかの次元がある。つまり、国際的レペルにおける統計

系列と指標の選択、特定、編集および分析：女性の状況に関する統計と指標を

収集、配布、分析するプログラムを開発し実行しようとしている国々を援助す

ること：国別のレペルで女性の状況に関する信頼性のある、速報性をもちかつ

包括的な統計を人手するための概念と方法を開発すること、である。

これに関連してインストローが最初に着手した活動は、英語、フランス語、

アラビア語で書かれた、「女性の状況に関するの社会指標の編集」と「女性の

状況に関する概念と方法の改善」というふたつの報告書の出版であった。これ

らの報告書は、国別、地域別、国際的レペルでの女性の統計の作成者ならびに

利用者にとって、技術的な指導書となっている

1985年に、インストローは国際労働機関（ILO)と共同で、女性の経済活動を地

理的、経済的地域別の他国別に地球規模で統計調査したものを出版した。

訓練

この広い展望にたって、11のワークショップが催された。内訳は、ラテン・

アメリカの地域レベルが１つ、南東アフリカ、中央アメリカ、カリブ諸国の準
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地域レペルで３つ、それにドミニカ共和国、ナイジェリア、パキスタン、イン

ドネシア、スリランカ、中国、ギリシャの国別レペルで７つであった。これら

ワークショップへの参加者数は全部で540人だつった。どのワークショップにも、

統計の利用者と作成者が出席し、その中には、国の統計部局や関連の政府組織

の代表者、開発計画策定者やその他開発担当部局の職員、その他、研究センタ

ーや大学、女性グループ等の非政府組織の代表がいた。

これらのワークショップは、女性のデータとして必要なものを検討し、計画

に直接関係するいろいろな概念が利用可能であるか、適切であるかを評価した。

データ収集訓練においてこれからの問題としてより注目される優先度の高い領

域は、労働力、とくに農業部門の労働力への、および家庭経済での生産（

productioninthehouseholdproductio、）への女性の参加であった。

ワークショップでの議論のなかではひとつの共通理解がある。それは、人口

学者、経済学者、統計家など国の統計部局の統計作成者が、女性に関するデー

タが全般的に不足しておりまた偏りを持っていること、およびこのことが開発

の計画やプログラムに対してもつ意味とを認識するよう新しい方向づけが必要

があるというものである。全体として、利用者もまた統計部局の活動を、とく

に、データの収集、整理と制表、指標の開発とその意味づけの過程において、

方向付けする必要がある。

国別の訓練ワークショヅプの報告は、インストローで出版することになって

いる。1985年にジンバブエのハラレで開かれた南東アフリカの準地域レベルの

ワークショップの報告書は、国連の出版物として採用され、英語、フランス語、

スペイン語、アラビア語、ロシア語で出版された。これは、開発における女性

についての統計の作成者および利用者の訓練マニュアルになっている。

研究

インストローの研究のうち、もうひとつの重要な領域は、女性の経済活動の

分析と再定義である。インストローは国連統計局（UNSO）と共同で、適切なデ

ータにもとづいて、必要で客観的な実証資料を作成するための確実な土台づく

りを開始した。その主な目的は、女性の位置の不平等を是正し、経済的．社会
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発展における女性の寄与を記録し、なぜ既存の数値情報が必要な基準を満たし

ていないのかを分析することである。

社会的・経済的現象の適切な測定は、とくにlこそれが新しい見方でそれら現

象を見るものであれば、過去の感情的態度や慣行を打ち切ることになる。この

ことは、定義、方法論、心理学、運用などをふくむ多くの問題を解決するため

であるから、骨身を惜しまない準備と、一致協力した持続的な行動を必要とす

る。

1985年にインストローは、女性の労働を評価し、インフォーマルセクターに

おける女性の参加と生産を数量化する時にぶつかる問題点を明らかにする研究

活動を行った。主要論文のひとつは国連出版販売物として出され、1986年10月

にインストローと国連統計局がラテンアメリカ・カリブ諸国経済委員会(ECLAC）

と共催した会議、「女性の収入およびインフォーマルセクターにおける女性の

参加と生産の測定についての専門家グループ会議」で参考文書として使用され

ている。

インストローの最近の活動としては、1988-89年に統計と指標の分野で先駆

的なプログラムを拡大して継続した。その目的は、進行中のSNAと国際分類基準

の改訂作業に関与して、女性の経済的参加と寄与を適切に反映するものにする

ことであった。女性に関するデータの収集と分析を改善するのに必要な方法論

的アプーローチと概念分析の双方、またそうした統計の作成者と利用者を訓練

することに重点がおかれた。この研究の主要な結果は報告書に盛り込まれ、女

性の労働についてのデータ収集と分類に関して現在あるギャップに気付いても

らうために主な意思決定機関へ提示された。すべての報告書は順調に受入れら

れ、国連統計委員会、SNA改訂専門家グループ、労働統計家会議等の専門的機関

の業務に活かされている。

インストローはまた、高齢女性に関するデータペースやアフリカの特定の国

におけるその研究方法の実験等、女性についての統計に関連するその他の活動

にも関与している。アフリカ経済委員会とインストローがUNDPの資金を受けて

現在行っているプロジェクトの結果は、経済のインフォーマルセクターにおけ

る女性の活動に光を当てたものになり、データ収集、編集、分析の方法論とマ

ニュアルとなるであろう。
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この長期間プロジェクトにおいてインストローが行ってきた活動のみちのり

は、ブロックを積むようなアプローチであり、この作業が国連の総会や経済社

会理事会をふくむさまざまな立法機関や意思決定機関で支持されたことは、イ

ンストローの活動の方向が、世界規模で女性の状況を表す統計と指標を改善す

ることに寄与することを確証した。
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分類は、統計作成においてひとつの戦略的機能を果たす。感度の良い分類は、

そうした分類をしなければ隠れてしまっている事実を明るみに出すことができ、

伝統的なカテゴリーには表れないことの多い女性の経済活動に関する情報を収

集する時には特に重要である。インストローと国連統計局による最近の論文注）

は、目下進行中の国際標準職業分類（ISCO）改訂案の主要点について述べてい

る。以下の抜粋は、分類に家事(householdchores)を含める問題に焦点をあて

たものである。

注）論文「３カ国における職業と産業分類の経験の検討と、女性の問題への

展望からみた1987年の国際標準職業分類改訂案についてのコメント」（Review

ofoccupationandindustryclassificationexperienceinthree

ｃｏｕｎｔｒｉｅｓａｎｄｃｏｍｍｅｎｔｓｏｎｔｈｅｌ９８７ｐroposedrevisionofthelnter-

DationalStandardClassificationofOccupationsfromtheperspective

ofwomen,sconcerns）からの抜粋。このコメントと研究は、第14回国際労働

統計家会議（1987年11月、ジュネーブ）に提出するようインストローと国連統

計局から依頼されたものである。この引用した論文は顧問のLourdesUrdanet

adeFerran博士が書いた。詳細については、４０ページを参照のこと。

国際標臺準職業分類（ISCO)の改訂を論じる時には、次の２つのことを忘れては

ならない。まず分類とは、統計系列がよってたつ土台なので重要だということ。

次に、分類はそれが作られた時点での社会についての認識を反映しているので、

後になって新しい領域やカテゴリーを取り入れることは難しい（・・・・）と
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いうこと、である。

女性の経済生活への参加ということの特殊な性質を明らかにするには、新し

い小区分、特別な分類と定義が見つけられなければならない。実際にはこれは、

見た目よりずっと複雑である。というのは、それは非常に多くのいろいろな影

響（社会的、歴史的、文化的、伝統的影響のすべてあるいはそのいづれか）が

考慮されてはじめて、生産における女性の地位が理解されるからである。

同じような要因がある程度は男性労働のパターンにも影響を及ぼす、という

のは本当である。違いは、過去の、また今日行われている研究や調査、測定で

さえ、ジェンダーを無視した（ジエンダー・ブラインドな）見地に立って、女

性に関わる問題を見過ごしてきたことである。この不均衡を正すには、労働力

における女性の独特な役割に焦点を合せる必要がある。これは次に、現在の統

計分類の体系を拡大し、他の分類とクロスした分類や他の分類と一緒に使用す

ることを可能にする標準を設定する必要性を示すものである。

主に女性の仕事

1986年にジュネーブで開かれた円卓会議で提案されたISCO改訂草案の言葉で

いうと、改訂は、「可能な限り、先進国だけでなく開発途上国における職業の

現況も表すべきであり、今後起るであろう変化のみならず、前回の改訂からの

20年間にわたる技術発展の結果もたらされた職業構造の変化にも適応するよう

に企図されたものであるべき.・・・」である。

考えなければならないひとつの重要な課題は、主に女性の仕事となったまま

の職業、つまり家庭内で行われる仕事の分類である．・・・ここではこの仕事

は、家政婦やその他類似の有給の職業と明確にわけるために、世帯内職業

(householdoccupation)といおう。家事労働（householdwork）は、産業労働

力の戦略的予備軍であるばかりでなく国の社会榊造の基本的要素でもあるので、

経済全体が機能するために重要なだけでなく、数の上からいっても圧倒的に重

要なものである。これらすべての理由により、この職業はISCOに含められるべ

きである。

原則として家事労働を分類に入れる必要性を認めてからも、実際的な難しさ
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はたくさん残っている。ひとつは、利用者の要求に応え、かつ統計学者の将来

に無理をかけない方法でこの家庭内の活動の範囲を決めるにはどうしたらよい

かということである。主として女性に関するとはいえ、この分類が女性だけに

限られないことははっきりしているだろう。また、このカテゴリー（部類）に

対する年齢制限は他の全カテゴリーに対するものと同じであるべきである。幼

児や老人が頻繁にこの職業の労働をするのであるから、違う年齢区分が出され

るのは疑いない。

いつ、どのようにして～そしてどのくらいの時間か

範囲の限定は、こうした家庭内活動が行われる特別な状況を反映したもので

あるべきである。たとえば、有給の雇用と自営業は、その人が調査期間中に少

なくとも１時間は仕事と言える「なんらかの作業」をしたという事実によって

定義される。家事担当者(homemakers)に対しては、フルタイムで家事労働をし

たというのが良い基準になるだろう。

これでは、フルタイムより少ない家事労働をどうするかという問題には答え

ないままである。その人物が有給の雇用労働（あるいは市場に結びついた自営

業）をしているために家事労働がフルタイムより少ないのであれば、（現在の

定義の）活動は（現在の定義の）非活動に優先するという規則を適用すること

で解決する。新しい分類の枠組みの中では、経済活動人口に参加していること

が、「拡大した経済活動人口」に参加していることより優先し、また拡大人口

は非活動人口に優先する。しかしながらこれは、実際の状況を反映しない純粋

に形式的な解決である。こうした状況は、「二次的職業」に関する質問が人口

センサスやサーベイに含まれていてはじめて明らかになるからである。

このカテゴリーに含まれる資格として必要とされる最少労働時間数は、協議

の上で決めるべきである。最も決めにくいケースは、家事労働が家庭内で行わ

れるその他の経済活動、たとえば家の中や近くでじゅうたんを織ったり農業生

産をすること、と密接につながっている場合である。場合によっては両方の活

動が重なっている。このような場合には、その時間を異なる活動に区分すれば

よいが、決して重複計算してはならない。
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世帯内職業（Householdoccupation）は、ひとりの世帯員が行う、市場向け

ではなく他の世帯員の利益（benefit）を目的とする仕事(tasks）と義務（

duties）からなる。このことから、何の仕事（tasks）と義務（duties）を

この職業に含めるべきかという（市場向け労働のケースなら自動的に解決する）

問題が生まれるのである。このようなケースや類似のケースに対して、いわゆ

る「第三者」基準において一般的にとられる解決法は、その行為（perform-

ances)が、その行為から直接利益を受ける人物以外の人によってなされうるか

どうかを基鑑にしていた。この基準によれば、職業であることとレジャーであ

ることの境界は不足なく解決される。

無報酬、無契約

市場活動と非市場活動は、また別の面でも異なっている。例外はあるが、市

場で働く人はほとんど、契約関係の下で働く。契約は集団的であったり個人的

であったり、書面によるものであったり口頭によるものであったりするが、一

般に、するべき仕事に対する全般的な条件を決め、また労働者に支払われるべ

き金額も定める。

世帯内のケースでは、このような契約は存在しない。もし世帯(household)と

家族(family)とが一致しているなら、結婚による契約および、その家族内での

労働を支配する社会的に受容された慣習や習慣、またはそのいずれかがあるだ

ろう。これらはふつう、労働時間、休暇あるいは病休について何も述べていな

い。給料も社会保障もないのである。

市場活動と非市場活動の区別とそれらふたつの間での移動は、経済統計や、

特に国民生産と所得の測定への挑戦となる。マクロ経済的集計量は、そこに算

入されなかった非市場活動が、それらも算入される市場の領域へ移った時はい

つでも、増加して実際の経済活動を過大評価し、その実際の経済成長をゆがめ

て伝える。このような移動は主として、また時には完全に、世帯内職業（

householdoccupation）から市場の職業（marketoccupation）への変化であ

る。（不況や長期の失業の時には、時として逆の現象、すなわち逆戻りの移動

が起るが、ふつうもっと緩やかで短期間しか続かない。）
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これらの了腫べての理由によって、今日、このような移動が統計による描写か

ら除かれてはならないこと、さらに新しいタイプの測定と分類がこの領域で緊

急に必要とされていることが認識されている。

現在進行中の国民経済計算の改訂でのひとつの目立ったポイントは、家計部

門（householdsector）に関するものである。その表示は再榊成されるであろ

うし、新しい小区分が考えられているところである。目的のひとつは、家計の

数値（bouseholdfigures）を残余のものとして見積もることを止め、家計の

数値を直接計算する手法を一般化することである。

いずれ、「拡大された国民生産（extendednationalproduct）」への世帯内

活動による寄与が評価され、国の集計量（nationalaggregates）の補足とな

ることが希望される。ＩSCOにとってこれは、すべての世帯内活動を含むひとつ

のカテゴリーを築くことが極めて重要だということを意味する。
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ｅＥｍＰ己ﾌｦﾃ千尋と=Zご化生ロつう瀞｡重血

(ニューヨーク、1987年２月23-27日）

NationallncomeandWomen，sWork,NewYork,Z3-27Februaryl987

INSTRAWNEWSNo,８，Spring/Summerl987

今年初めの国連統計委員会の第24回会期の際に、インストローの寄与はふた

つの議題に集約されていた。

国民経済計算(SNA）に関しては、インストローの声明は専門家グループ会議

（サントドミンゴ、1986年10月；インストローニュースNo.７，ｐ,8-10参照）の

意向を反映したものであった｡この声明は積極的に受入れられ､専門家会議で

勧告されたようにＳＮＡと整合性のある評価を用いて、インフォーマルな報酬

のない世帯内活動（activitieswithinhousehold）を推定することに対して、

多くの代表が賛同の意見を述べた。代表の中の数人は、家計部門に生産勘定を

つくるという提言を支持し、マクロ、ミクロ両方の世帯統計をもっと詳細にす

る必要があると強調した。

社会統計ならびに指標については、統計委員会は専門家グループの勧告を、

女性が行っている有償無償の開発に対する寄与を評価するための統計を改善す

る具体的な提言として歓迎した。統計委員会はまた、ＳＮＡの経済活動につい

ての定義を改訂して家事担当者による付加価値まで含めることはすべきでない

が、家事担当者の活動は別個の補助的推計によってとりあげられるべきだとい

う専門家グループの見解に賛意を表した。

統計委員会は、女性の労働を十分に考慮できるように改善された統計的方法

論を開発し実行するにあたっては、各国、とくに開発途上国と緊密な作業をす

ることが重要だと強調した。最終的に委員会は、女性の状況についての統計と

指標の開発におけるインストロー、統計局、地域委員会の共同作業に対する支

持を表明した。
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r、ＪヱロＬ６＝－塁～＜三＞‘う才Ｌ二二EgL要菫了＝て1生力芭ニヨ

ＷＯｍｅｎＮｅｅｄｔｏＢｅｉｎｔｈｅＳｙｓｔｅｍｏｆＮａｔｉonalAccounts

INSTRAWNEWS，No.９１９８７Winter

経済学者ならびに社会科学者が今重視している問題は、国連の国民経済計算

を改訂すべきかどうかである。この改訂を行う以前に、女性の経済活動をどの

ようにして定量化するかが問題である。ここに示すのは、国際的に著名な専門

家.のチームによるいくつかの提案である。

､インフォーマルセクターでの女性の所得、参加、生産の測定に関する専門

家グループの報告（ｆ”ＤｒｔＯｆＺｂｅｌＪＰｅｒＺ’ro”０〃Ⅳe“(/'e"e"Ｚ０ｆ

〃o"e〃'ｓ/"ＣＯ“ａ"‘Ｚ′e〃，a”/c/"ａｔ/0〃ａ"‘pro`Uct/o〃/〃the

/"勿距“／secZo八INSTRAW,SantoDomingo,Octl986)）から。参加者は

MsMeenaAcharya(Nepal)，Ｍｓ､RebeccaAppiah(Ghana)，Ｍｓ・DerekBlades（

(UnitedKingdom)，Ｍｒ・KochunkunjoBasbir(India)，MrRubenKaztman

(Argentina)，Ｍｒ・CarmenMcFarlane(Jamaica)，Ｍｒ・SteinRingen(Norway)，

Ｍｓ､CatalinaWainerman(Argentina)，MsUelenWare(Australia)。UNSOの代

表はＭｒ・RobertJohnston・ＥＣLAの代表は、Ｍｓ・IrmaLuzArriagadaと

Mr・ArturodeLeonであった。一層の情報は、ＩＮＳＴＲＡＷＮＥＷＳＮｑ７,ｐ､8-10

インフォーマルな活動とＳＮＡにおける生産

ＳＮＡと女性労働の関係については、「インフォーマルセクターにおける女

性の収入ならびにその参加と生産の測定に関する専門家グループ」（サントド

ミンゴ、1986年10月）の会合において、実り多い長期にわたる論議が行われた。

専門家グループは、ＳＮＡでは女性が行っている多くの活動、特にインフォ

ーマルセクターにおける活動について暖昧な定義しかしていないとし、この点
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について改訂するよう、強く勧告した。

また、この目的を達成するためには、ＳＮＡにおいてある種の追加的部門分

割をすることが望ましく、開発途上国の必要とその状況を考慮すべきであると

の合意に達した。

別のＳＮＡ会合で検討され、統一的な結論や提言には達しなかったアプロー

チがある。それは、家計セクターをさらに細区分すること、たとえば農業､非

農業のように分けることだった。適切な基準が決められれば、このようにでは

なく、世帯をフォーマルーインフォーマルセクター、あるいは金銭的一非金銭

的に区分することが可能である。現在、組織化されていない民間の非法人企業

すべてを含めている家計部門は、多くの国であまりに大きく、異種のものが混

在しているために、政策分析に有効利用できないでいる。

その一方で、ＳＮＡにおけるセクターの定義と区分は非常に慎重に考えなけ

ればならない。それぞれの部門について、生産、収入、経費、資本収支を完全

にセットにした勘定を開発することが必要だからである。すると、次にデータ

収集と分析のための大きな資金等が必要になる。

専門家グループは結論として、現存のＳＮＡの生産の境界はすでに広い領域

の金銭的_非金銭的活動をカバーしているので、基本勘定の計算のためには保

持されるべきだとの合意に達した。

専門家は、だが、この境界線の定義と理論的根拠がもっと広く理解され、国

際的な勧告が国民経済計算にも経済活動人口のデータにももっと広く一貫した

形で適用されるように、努力を重ねなければならない、と述べた。

ＳＮＡは、国民経済計算のデータ収集、編集ならびに経済活動人口を測定す

るにあたって、非合法的な活動や「地下活動」もふくめて、世帯の非金銭的活

動や自営活動を原則として広くカバーしていることがもっと強調されるべきで

ある。しかしながら専門家グループは、極めて少数のケースでは、水くみ、

収梗物の貯蔵、助産のような仕事に関するＳＮＡの区分基準の緩和を考慮すべ

きだと指摘している。

会合ではまた、女性の活動と生産は、可能な限り国民経済計算の補足表とし

て明らかにされるべきだと結論している。性別に区分した生産についての一連

の表をすべて作ることは今すぐにはできないと思われるが、かなりの程度の性
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別補足表は、標準的な表や数値とならんで定期的に作成し得るとされた。

インフォーマル活動と現存ＳＮＡの枠外での生産

会合では、現存の経済活動の境界を、世帯労働（householdwork）を活動の

タイプを特定して含めるように広げるべきとする理論的根拠について合意をみ

た。この根拠は、まず第一に、発展が進むにつれて金銭化される活動は経済活

動に含めるというＳＮＡの原則、第二に、交換の余地（amenabilitytoexcha

nge）に基づいている。専門家グループは、ＧＤＰに含まれる生産領域外での非

金銭的活動を金銭活動でおきかえると、極めて多くの場合、ＧＤＰを架空に増

加させるという点に同意した。

専門家グループは、現存の生産区分を正しく適用すれば、今日開発途上国で

女性が行っている多くの活動はＳＮＡに包括されることを指摘した｡

そのよい例は、自家消費のための農業生産、一次産品の加工、薪集め、住居

や農場の建物の自力での建設や修繕、さまざまな小規模の活動である。つまり、

これらは小さすぎる、インフォーマルである、違法である、非金銭的であると

いう理由で、またデータがないということでしばしば見落され、不当に排除さ

れている。

これと比べ、多くの先進国での経済的・社会変化によって、育児、介護や食

事の準備のような、明らかにＧＤＰから除かれている世帯活動の「外注化」が

増大している。

この点について長期間討議した結果、専門家グループは、とりあえず現存の

生産の境界を次の理由で保持することで合意した。

・区分を変えることは、国民経済計算担当部局に事実上新しい業務を課す

ることになり、特に開発途上国を困難に陥れるだろう。

・必要とされる帰属計算や推定は、多くの国で信頼性、正確さという点で

深刻な問題を起こすだろう。

・多くの国では、貨幣・金融政策は現存のＳＮＡデータに大きく依存して

いる。生産が主に市場志向である国では、国民経済計算で非市場活動を
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ふくめる範囲を極端に拡大すると、これら主要政策での適用にとっては

ＳＮＡの利用価値が少なくなるだろう。

専門家グループは、家事を含むようにＳＮＡの生産の境界を改訂することに

データの不足が障害になっているという考え方を否定した。データとこれによ

る推定の限界は、国民経済計算では共通のものであり、むしろ厳しいのであっ

て、特に開発途上国の多くの地域ではそうである。この点で家事は例外的な挑

戦ではないと思われる。さらに多くの国では、かなりのデータは潜在的に人手

可能なのであって、勘定表に適した特別な分析と作表作業が行われていないの

である。

一方で専門家グループは、経済的生産の境界には含められない家庭内活動に

ついての「枠外」の勘定を定期的に編集することが必要であると強調した。こ

れらの勘定は、できるだけ多くの国で定期的な作業として編集され、できる限

りＳＮＡと整合的であるのが良い。
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＆イニーブアォーーマクレーモークアクアーＯ二二fうじﾌｰﾐら
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RegionalWorkshoponMethodsofColｌｅｃｔｍｇａｎｄ

ＡｎａｌｙｓｉｎｇＳｔａｔｉｓｔｉｃｓｏｎＷｏｍｅｎｉｎｔｈｅｌｎｆｏｒｍａｌＳｅｃｔｏｒ

lNSTRAWNEWSNo､１５Ｗｉｎｔｅｒｌ９９０

７月２３日から２７日の間、ザンビアのシアポンガで開かれた地域ワークショッ

プは、インストローと国連統計局が、アフリカ経済委員会（ECA：EconomicC

ommissionforAfrica）と共催したもので、ECAはUNDP出資の「アフリカのイ

ンフォーマルセクターでの女性の役割の改善、生産と経営」というプロジェク

トの実施機関をひきうけており、このワークショップはこのプロジェクトのひ

とつの産物である。

ワークショップはザンビア政府が世話役となり、ザンビアの開発計画国内委

員会WID部会と中央統計局、統一国家独立党（UnitedNationallndependence

Party)の女性問題委員会が協力して開催された。

ワークショップの主な目的は、インフォーマルセクターにおける女性の寄与

を測定するのに人手可能な統計データを利用する際の地域的な専門知識や国内

での経験を参考に、「工業、商業、サービス業のインフォーマルセクターにお

ける女性統計の編集・分析方法ハンドブック』（旗"dDOOJlO′姓z"0血０′

の”/ﾉﾉ"９８"‘』"a/”/"９Ｊ〃〃ｓ〃CSD〃肋"e〃／〃ｔｊｅ／"'0ｍa／蛇czOr,／〃

/Ｍ/３t〃，〃‘んａ"ｄＪＷＷｃｅｓ）ならびに「アフリカ４カ国の工業、商業、サ

ービス業のインフォーマルセクターにおける女性統計の編集についてのパイロ

ットスタディの総合」（J)'刀t"es/ｓｏ′′//ＯｔＪＺＵの。〃の”ﾉﾉat/o〃ＯｆＪ”－

〃ｓｚ/“０〃ノツb"e〃／〃ﾒｶｅノ"/ＷｶﾞﾖﾉＪｅｃｚＯＦ／〃／"`“〃Ｚ〃a先ａ"‘必ｒｒ/ces

/〃/Ｗ′〃｢/Ca〃のび"〃/“）というふたつの文書を検討し、改訂のためのガイ

ドラインを作成することだった。

ワークショップには英語圏アフリカの国々から、国の統計機関や、計画の省
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庁および労働の省庁の統計部門、研究機関、国の女性機構の高官たちが参加し

た。それぞれの政府を代表する参加者には、国民勘定、世帯についてのサーペ

イ統計、就業と事業所、ＷｌＤ（女性と開発）問題などをふくむいろいろなパッ

クグラウンドと専門分野の者がいた。

この地域にある11の国々、エチオピア、ガンビア、ガーナ、マラウィ、ナイ

ジェリア、セイシェル、スーダン、スワジランド、ソマリア、タンザニア、ザ

ンビアからの代表が参加した。

また、ワークショップには、オランダ開発機構の他、ECA、ILO、インストロ

ー、UNDP、国連統計局など、国連各機関の代表も参加した。

ハンドブックに収められている主なトピックについての講演の他、ワークシ

ョップでは参加者の論文発表からも多くを得た。それらの論文は、インフォー

マルセクターに関するデータの出所と利用可能性や、データの収集および国民

勘定におけるインフォーマルセクター部門のデータの収集と推定における各国

の経験についてとりあげていた。

ワークショップは、各国の状況が必要とするものやその実態を反映させるた

め、ふたつの文書の改訂に向けた詳細なガイドラインを提案し、また統計家、

研究者、UID専門向けの訓練・参考文書として改定版「ハンドブック」と「総合」

を採用するよう勧告した。

このプロジェクトに参加した４カ国で想定されていた国レペルの訓練ワーク

ショップを、その他すべてのアフリカ諸国でも模倣することが重要であり、ま

た、インフォーマルセクターにおける女性の寄与に関する統計について、デー

タ収集と編集の概念ならびに方法を改善するよう、地域レペル、国レペルでも

っと真剣に努力することが必要であるとして、数多くの勧告がなされた。この

脈絡において、ワークショップは次の事を勧告した：

・国の計画作業を援助するためには、女性についての統計を含む総合的統計

の開発が必要であるということを、アフリカの政府はもっと敏感に感じと

るべきである。また、このことは、経済開発計画アフリカ首脳会議

（ConferenceofAfricanUinistersofEconomicDevelopmentandPlan-

ning）でも注目されるべきであること。

・ＥＣＡの統計部門は作業プログラムにインフォーマルセクター統計を含み、
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このセクターでの女性の寄与の測定に特に注意を払うこと。また、アフリ

カの計画作成者・統計家・人口学者合同会議に対し、ハンドブックを研究

して国別レベルでこれを使うよう各国統計局に勧告する特別専門家グルー

プを設置する、というワークショップの勧告を提示すべきであること。

・工業、商業、サービス業のインフォーマルセクターにおける女性に関する

プロジェクトをフォローアップするものとして、改定版ハンドブックを用

いた国別訓練ワークショップを、今回のプロジェクトに参加しなかった全

アフリカ諸国で実施すべきであること。

農業セクターでの生産における女性の参加率の重要性と、利用できる統計デ

ータの限界を認識し、商業、工業、サービス業でのハンドブックの柵完として、

アフリカの農業のインフォーマルセクターにおける女性に関する統計の編集に

ついての類似のハンドブックを作るべきだとの勧告が強く出された。

基調演説、討議とグループ作業のハイライト、発表された論文などを含むワ

ークショップ進行記録は、今年中には出版される予定である。

フランス語圏のアフリカ諸国で同様のワークショップが計画されており、１９

９０年１０月８日－１２日にワガドーグで開催される予定である。
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⑨ アフアｑノブら７つフイニーフアン３－－＝>〃レミークゥクア－

０二回副-す一二イニーニヱトセｒ－ロフフーセＦミニェクヂ

トＧ圭想乞言H-0ごユミ乙愈亭を央逹急式ﾗ弓１司る

INSTRAWProjectontheInforlMalSectorinArricaAtte■pts

SLuListjcqlBreukIhrough

INSTRAWNEWSNo・’６１９９１

「インフォーマルセクターにはたくさんの力学が働いており、女性はその中

で最も重要な部分である」と言ったのは、ＵＮＤＰアフリカ地域局の地域プログラ

ム部会長であり上級経済アドバイザーであるアンリ・パジン（HenriBazin）

だった。国連開発計画ＵＮＤＰは、インフォーマルセクターにおけるアフリカ女

性の役割改善のための政府間プロジェクトに270万ドルを拠出しており、インス

トローはそのプロジェクトで中心的な役割をはたしている。

このような目楓は、アフリカでは多くのことを、おそらく世界の他の地域よ

りずっと多くのことを、意味するとバジンは付け加えている。土着の小さな事

業について語るとすれば、実際には女性について語ることになる。なぜならば、

女性は手工業あるいはこの職業について最も知られた従業者だからである。女

性がこのような仕事をしなくてはならなかったのは、自らの生活だけでなく、

家族の生活も賄わなければならなかったからである。

「政府首脳、大臣や博士など、今日ニュースに出てくる非常に多くの人々は

実際には、インフォーマルセクターの女性の収入で育てられたのだ」と、パジ

ンは言う。「そして、今日のアフリカの危機を見れば、アフリカ社会がなんと

か存続するために、このインフォーマルセクターが次第に大きな役割を果たす

よう求められてきたと言えるだろう。これは、インフォーマルセクターがこれ

ほど繁栄してこれたひとつの理由である。」

インフォーマルセクター一一粗い定義をすれば経済の「見えない」部分、は、

その労働者が小商業、家庭内労働（domestictasks）、食糧加工、工業に携わ

り、報酬のないことも多い－－に対しては、経済の停滞と後退が失業者層を彫
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らませるにつれ、開発計画者が次第に注意を払い始めている。インフォーマル

セクターは、アフリカでは特に、非常に多くの世帯主が困窮と極貧から脱出す

る安全弁であるとみなされつつあり、そのような世帯主の大多数は女性である。

現在６億4210万人であるアフリカ大陸の人口が2025年には２倍以上の16億人に

なるとすると、このセクターへの人口吸収力は非常に緊急を要する。

「土地に無理をかけることが増え、人々は他の現金収入源を探している。」

と、国連婦人開発基金（UNIFEM）の技術援助部門を指揮するマリリン・カーは

説明している。UNIFEMもまた、インフォーマルセクターのプロジェクトに関与

している国際機関である。「女性、とくに農村地帯からの女性はますますイン

フォーマルセクターへ流人しており、その大部分は食品加工や商業のような非

農業活動へ移っていくのです。」

国によっては全インフォーマルセクターの従業者（operators）の半分以上

を女性が占めるほどの、インフォーマルセクターへの女性の劇的な流人は、似

たような職種につき、似たような商品やサービスを提供しがちな女性たちが互

いに競い合うということでもあり、このことはコミュニティーの開発の利害に

関わってくる。その結果、アフリカのプロジェクトは３つの主要なセクター、

すなわち工業、商業、それにサービス業におけるインフォーマルセクターでの

女性の活動に焦点を当てている。プロジェクトの長期的な目標は、こうしたイ

ンフォーマルセクターの活動をより生産的にすることであり、その戦略は政策、

統計、訓練に集約されている。インフォーマルセクターの女性について必要な

データが利用できるという点から、ブルキナファソ、コンゴ、ガンビア、ザン

ビアの４か国がケーススタディのモデル国に選ばれた。

ユ

アフリカの女性に対して緊急援助が必要

Ⅱ

今日の世界が直面している経済問題、環境問題のうち最も緊急なものは、す

べてアフリカ大陸に集中し、かつてないほどの大きさで危機をうみだしている。

1980年代の景気後退と、それにともなう債務増大、開発途上国の社会的支出

を削減する耐乏政策、また膨大な人口に飢餓をもたらした砂漠化と皐越は、ひ

とぴとから飲み水と下水施設を奪い、農村から都市への大量人口流人をもたら

6７



した。間断のない民族閃争と内戦、エイズの流行など全てが犠牲をもたらして

いる。次の統計を考えてみよう。

アフリカでは少なくとも２１％の世帯が女性世帯主世帯である。農村地

帯では、場所によってこの数字は50％に近い。

貧血は栄養失調を示す信頼性のある指標であるが、１５歳から49歳のア

フリカ女性のうち半分近くが貧血状態にあり、’億人以上のアフリカ

人が食糧不足状態にある。

1989年のサハラ以南では、人口の52％である３億2500万人が完全な貧

困状態にあり、その70％は都市住民だった。

ほとんどが女性である貧困状態の人々のうち80％は農村地帯にすみ、

サハラ以南のアフリカでは、農村にすむ女性の数は都市在住の女性の

数の２倍を上回る。その全農村世帯のうち30％は土地を持たない。

アフリカの出産率は世界最高である。

多くのアフリカ諸国では、男性とほぼ同数の女性がエイズウイルスに

感染している。その数は、15歳から49歳までの全サハラ周辺人口の１

％弱である。サハラ以南の女性の平均寿命は53年である。

アフリカ難民の３分の1は、女性と子どもである。

サハラ以南の20歳から24歳の女性の非識字率は、1990年には49.2％で

あった。

過去40年の間に大陸の森林の24％が消失し、これによって薪の主要な

採取者であり全アフリカの全食糧生産の80％近くを担う女性たちの困

難が増している。

●

●

●

●

●

●

●

アフリカ経済における女性の役割を見ると、見通しは一様に厳しい。賃金労

働者である経済活動人口は、他の地域に比べてアフリカの女性では低い（1985

年に30％）が、インフォーマルな女性従業者の割合は他よりずっと高い。サハ

ラ以南のアフリカで経済活動をしている女性の59％前後は自営業者――この言

葉は、（アフリカでは女性がわずかな割合しか占めていない職業を除けば）、

ふつう、インフォーマルセクターをさす－－である。

15歳以上で経済活動をしている全女性の79％は艮業に就いている。サービス

業では、アフリカの全インフォーマルセクターの生産者の３分の２を女性が占
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める。男性の週平均の労働時間が54時間であるのに対し、これらの女性たちは、

無給の家事労働（housework）を含めて週平均67時間働く。男性も女性も、失

業者は1979年から1989年の間に４倍に増えた。

「実質賃金は、サハラ以南のほとんどの場所でこの10年間に下がっており、

非熟練労働者、すなわち都市の貧困層において最も大きく低下した。」とワー

ルドウオッチ研究所が報告している。また、男性よりもつと多数の女性が仕事

を求めて都市へ流入している。サハラ以南の女性労働力の割合は、実際には19

70年から1990年の間に２％減少しているが、これは極めて劣悪な経済状態のた

めであり、またアフリカ大陸の人口がどんどん増えているにもかかわらず、生

じている。一般に都市部に集中している工業は、都市地域の女性の仕事全体の

10％しかもたらない。これはほとんどの都市で、男性にとっても女性にとって

もインフォーマルセクターが最大の雇用主になっているという意味である。女

性にとっての仕事は、主に小さな店、食品加工、小規模の工場、個人的なサー

ビスなどであり、売春などの違法活動も時にはリストに含まれる。

サハラ以南の女性にとって伝統的な本拠である農業においてさえ、女性の割

合は、1970年の87％から1985年には８１．８％まで下がった。これらの数字は、季

節賃金労働者となる大多数の女性を低く推定しているようであるが、一方、枯

渇した土地がアフリカ大陸の地形的制約ともあいまって女性に不利に働いてい

ることも明らかである。

簡単に言うと、アフリカのインフォーマルセクターの女性は貧しく、移住者

であり、非識字者であり、非熟練者であることが多い。彼女たちの賃金は低く、

その上一般的に男性より低い。そして「２日分（doubleday）」働くが、仕事

の保障も政府の保護もなく、融資がなく、科学技術、土地所有を含む法的権利

へのアクセスもない。

ユ

岩

多楼化が決め手

エイズはアフリカの女性に特にひどい衝撃を与えた。エイズに感染した「夫

を見捨てる女性がどんどん増え、インフォーマルセクターでNII〈機会を探す女

性の流れに拍車をかけている。」と、UNIFEMのカーは言う。この新しい参入者
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はみな、一様に非熟練活動に生活基盤を求めており、多様化が鍵であるとカー

がいう理由はここにある。

「融資は答えにならないＪとカーは主張する。「女性に何も技術がなく、あ

るいはみなが同じことをしてしかも市場がないとするなら、融資を与えるだけ

ではなく、いろいろな生産技術が必要なのである。これは資本金の問題という

よりは連係の問題であり、特定の職業に予備知識を持ち関心を持つ女性は、訓

練センターや女性のための国の組織と手を結ぶ必要がある。

UNDPのパジンはこれに賛成している。「多様化するのは人が思うほど容易で

はない。なぜならば、それはインフォーマルセクターそのものから抜け出るこ

とを意味する場合が非常に多いからである。ただ、このセクターには、なお多

様化して入り込める機会がある。たとえば、食品を売ることから始める人もい

る。時が経てば、販売用の衣料を仕入れるだけのお金が貯まるかもしれないし、

食料品店を開けるかもしれない」。

「しかし、多様化の可能性はかなり限られているという印象であり、その理

由のひとつは、女性の活動の性質だけではなく、融資へのアクセスである。多

様化するということは、実際に未知のものへ入っていくことであり、そうする

ためには、たやすく手には入らない新しい技術と機会が必要なのである。」

「また、インフォーマルセクターそれ自体の中に、ほとんど知られていない

男女間の分業がある」のであり、この分業が多様化の限界のなにがしかを示し

ている、とパジンは言う。「錠前屋になるとか、自動車整備工場を持つとかい

うように、確かに男性がしていることで女性がするのは想像しにくいというも

のがあって、こういったものは実にインフォーマルセクターの一部なのである。

男性は魚をとろものとされ、女性は干すものだとされている。だから、社会的

伝統は非常に重要なのである。」

アフリカの多穣化を反映する４カ国

なぜ国際社会はアフリカに焦点をあてているのだろうか。それは、今日アフ

リカを救うためにはアフリカの女性を助けなければならないことが明確になっ

たからである。
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インフォーマルセクター・プロジェクトに参加している４つの国は、自然、

文化、経済面での大陸全体の多様性を反映している。英語圏の西アフリカであ

るガンビアは、フランス語圏のセネガルに３方を囲まれた、事実上の極小国で

あり、９０万の人口の23％のみが都市人口である。ガンビア人の多くは電気製品

の「国境での取り引き」を行っている。低い関税は商取引を盛んにするために

設定されたが、この国は年間収入の約20％を米の輸入に費やし、しかも栄養失

調が増大している。だが、市場志向の政策は高度成長を促し、インフレーショ

ンを押さえた。落花生と綿花の生産は増加し、観光収入は上がり、外国の資本

投資が盛んになった。

全国人口センサス、世帯調査、行政記録その他の情報源からインストローが

編集したデータによると、ガンビアでは15歳以上の女性の69％が経済活動をし

ており、その88％が、市場で野菜や落花生を売るとか、家庭用品や手作り化粧

品、自家栽培の根菜、葉からとった着色料を売るとかしてインフォーマルセク

ターで働いている。この数字から農業を除くと、インフォーマルセクターの女

性労働者は経済活動をしている女性のわずか9.5％でしかなく、そのほとんどは

商業で働いている。全休的にみて、女性のインフォーマルな国内総生産(GDP)は

この国全体の25％をしめる。

これらのデータは、プロジェクトでのもうひとつの英語圏の国、ザンビアと

際立った対照を示している。陸に囲まれたフロントライン国家ザンビアでは、

都市人口は全人口850万人の50％を占め、女性の39％が都市に住んで、小商売

や地域的、社会的、個人的サービス業で働いている。農業を除くと、女性の経

済活動人口の17.6％がインフォーマルセクター活動に携わっている。

ザンビアが開発途上国の中でも５指に入る債務国であることを考えると、19

80年代に世帯収入全体に占める女性のインフォーマルな稼ぎの重要性が増大し

ていることは驚くにあたらない。インフォーマルなGDPのうち女性が34.5％の割

合を占めたことは、実に注目すべきことである。

何十年もの間、外貨を銅とコバルトに頼ってきたため、これら商品の価格急

落、GNPの3倍以上にも上る対外債務支払、旱越と極度の栄養失調など数々の要

因によって、ザンビアは1980年代に活動不能になった。プロジェクトの４ヶ国

中最高の、平均してひとり７．２人という出産率を持つザンビアでは、断固として

守
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人口増加にブレーキをかけ、農村から都市への流人を逆転させる計画を立てて

いる。

ﾌﾞﾙｷﾅﾌｧｿは基本的にｲｽﾗﾑ教国であり､西ｱﾌﾘｶの元ﾌﾗﾝｽ植

民地である。900万の人口のうち、９２％が女性優位の自給農業で働き、ドロ、ピ

ーナツオイル、シェーバター、サムパラという４つの食品加工業で雇用労働者

の49％を占めている。海外援助はGNPのほぼ半分におよび、ブルキナファソの人

々は近隣のコートジボアールの同胞から祖国へ送られてくる収入に大きく依存

していろ。

ブルキナファソでは、女性の80.4％は経済活動をしているのであり、４カ国

中どこよりも一番高い比率である。女性はまた、公式には無給家族従業者に分

類されるインフォーマルセクター従業者の３分の２を占める。彼らの1985年か

ら1990年の平均寿命は48.9年であるが、これでこの国は世界の最貧国のひとつ

に位置づけられる。

コンゴは「アフリカ唯一のマルクス主義的資本主義国」と呼ばれている。国

の貧しい資源に大きく依拠する好ましくないセクターが並立して発達した後で、

このフランス圏国家で石油が発見され、まもなくサハラ以南では最大の産油国

のひとつとなった。1990年に230万の人口であり、コンゴはこの人口増加率を

低すぎると見て、出産カレペルをあげる努力をし、目下の出生率は母親ひとり

につき６．３人である。（アフリカ全体としては、1990年で６．０人であり、他

の開発途上地域では、1985年から1990年の間で東アジアの3.0人から南アジア

の５．４人までばらついていろ）。

コンゴについては、他のプロジェクト参加国にくらべて利用可能な統計や指

標が少ない。だが、利用可能なデータは、経済活動人口の37％以上はインフォ

ーマルセクターで雇用されていることを示していろ。女性全体の49％強が経済

活動をしており、インフォーマルセクターでは小売業が女性の主要（６７．８％）

な職業になっている。女性はインフォーマルなGDPの39.3％に寄与しており、人

口の40％が都市在住である。

￣

苦悩する経済セクターへの救済
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経済的福利への圧迫を女性が克服するのを援助するには、どうしたらよいの

であろうか。「輸出産業だけでなく、皮革製品、電気器具、食品加工のような

労働集約的な国内産業を促進することによって、フォーマルセクターにおける

女性労働力の需要を拡大することが必要だ。」と、マイラ・プブニクとサリー

・ユーデルマンは『第三世界における女性、貧困、進歩」の中で強調している。

だが、UNIFEIlのカーが忠告しているように、海外市場への従属は避けなければ

ならない。「私たちは、女性による輸出品の生産を援助することに注意を切り

換えている」とカーは言い、乾燥トマト、桃、ハープティのような産物の食品

輸出管理にあたる女性を訓練をする南アフリカのプロジェクトや、海外市場向

けの生地を生産するラオスのプロジェクトを引用している。この発想は、女性

が適切な技術と環境的に安全な材料を用いた非伝統的労働するように訓練され

うる、望ましい安定した国内市場を求めるものである。

いかなる訓練をも実施する前に、変えられるべき状況は何かを判断する研究

がなければならない。ここが、UNDPのプロジェクトが参入する場である。

ど－Jも●

インフォーマルプロジェクト対象アフリカ４カ国
西からガンビア、ブルキナ・ファソ、コンゴ、ザンビア
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「私たちがすることは主に、いくつかの国々でテストするパイロットプロジ

ェクトであり、その後、地域プロジェクトが済んだところへ国家的プロジェク

トが行われるとよいと思っている。私たちが関心あるのは、国レペルで起るこ

とと区別できる地域的な特異性のあるものだ。そして、地域レペルでのこの広

い見通しは、おそらく国連システムに独自なものであろう。」とバジンは言う。

国連国際経済社会総局統計局によると、インフォーマルセクター・プロジェ

クトによって、インフォーマルセクターへの女性の参加とそのGDPへの寄与の割

合の推定値を与えることが可能になった。こうした統計は、逆に政府に対して、

政策策定に必要なデータを与えることになる。地域レベルで研究することによ

って、このプロジェクトの統計的要素は、今日国際的にもまた各国それぞれに

も扱えるパターンを識別できるものになった。

ケーススタディは、たとえば、経済的圧迫によって生じるインフォーマルセ

クター活動の一般的な増大や、インフォーマルセクターでの女性の優勢を示し

た。その結果今日では、女性の状況が改善され得る領域、融資へのアクセス、

経営訓練、技能開発、に向けて政策を練ることができる。

インストローは国連統計局と連係してプロジェクトの統計の部分を担当して

きた。プロジェクト参加各国で利用可能な統計の研究をもとに、インストロー

はパイロットスタディの総合書と技術ハンドブックの作成を準備した。また、

ワークショップをアフリカの地域レペルで２つ、国レペルで４つ主催し、その

勧告はハンドブックの改訂に利用された。

パイロットスタディ総合書は、各国にとって情報源の検討になり、また各国

国民勘定、人口センサス、調査研究を要約するものである。数多くの国別統計

表は、経済活動人口、家事担当者(homemaker)、自営業者と無給家族従業者そ

れに雇用労働者の性別および年齢別グループによる分布を詳細に示している。

一方ハンドブックは、非農業インフォーマルセクターでの発展に対する女性

の寄与に関する統計を作成し利用する方法について、実践的なガイドとなるよ

う意図されている。そこでは、有報酬、無報酬の女性の仕事に対して経済価値

を認定する基本的方法が論じられ、現存のデータの不適切さが評定されている。

「本物の解決策ができたのではないかと思う」と、パジンは統計要素につい

て言っている。「女性の多くの活動は調べられることがなかったが、こうした
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活動を測定するための新しい指標を導き出したのだ。たとえば、女性のGDPへ

の寄与を測定するかなり正確な指標を出してきている」。GDPとは、一定期間

の居住者が、国民経済において生産した最終需要のための商品ならびにサービ

スの産出高の総価値、と定義される。

統計プロジェクトに一番新しい見地は、現存するデータが、,ある鳩合には不

十分であっても、それらををそうした寄与の評定のために利用できることを示

したことである。女性の経済的寄与を測定することは気が滅入るほど複雑な仕

事であるに間違いない。２つの一般的アプローチがある。ひとつは、発展につ

いての何らかの指標を上げたり下げたりするときに女性が果たす役割を評価す

ること、もうひとつは、国・地域ないしセクターの労働力、生産、あるいは所

得獲得への女性の参加を測定することである。インフォーマルセクターについ

ては、統計プロジェクトの目的は、そこで働く女性の、主として自営業者の、

正味の収入を[ﾘlらかにすることである。これを実行するには、こうした女性の

収入に関する怖報を直接人手するか、あるいは生産高の怖報を集めて投入した

金額を差し引けばよい。このようなデータが手に入らなければ、数量とその市

場価格から価値を計算しなければならない。

インストローのハンドブックが用いる推定は、国際労働槻関（ILO）の勧告と、

ほとんどすべての国で生産と成長を測定するのに用いている国連の国民経済計

算（SNA）に従っている。SNAの定義は目下改訂中であるが、その理由は主とし

て、世帯活動（householdactivities)が除かれているという抗議のためである。

インストローの研究は、アフリカプロジェクトでもその他の地域のプロジェク

トでも、この改訂のための長く重要なプロセスに貢献してきた。

インフォーマルセクターの定義

＝

ハンドブックが示すように、アフリカのインフォーマルセクターには普遍的

な定義はなく、時として－国の中にいくつもの定義がある。国際的レベルでは、

この用語はフォーマルセクターに入らない経済活動すべてを網羅して使われて

きたが、この定義は広すぎて政策上の目的に利用できない。

ギタ・センは、インフォーマルセクターでの女性労働のマクロ経済的政策分

7５



析に関するインストローの会議において配布された論文の中で、「インフォー

マルの単位は、小さく、労働集約的で、相対的に生産性が低く可組織化されて

おらず、一般に低給与の労働であり、主として政府の規制、援助の範囲外で経

営されるものだとされている」と書いている（p､８の記事参照）。センは、

「まちなかで荷を引く女性の台車押しと、輸出用の生地を作って売る小さな経

営者との区別をつけなければならない」と言う。

セクターを定義するのに一般に用いられる基地は、所有権と単位の規模、

（分業、専門性零の）経営上の特徴、労働力の闘格、登録および会同I･記録であ

る。インストローは、現存の統計の型からいって最も実践的な連用上の定義は、

自営業者、無給家族従業者、それに可能な場合は必ず見習者も入れたものに限

定されるべきだとの結果に達した。しかしながら、こ'の定義は必ず現行の国際

的な従業上の地位分類（ICSE）によって限定されなければならず、セクターの

大きさが考慮されるべきであるならば、このlCSEは幅広いものにしなければな

らない。

「一般的に、インフォーマルという言葉は誰かに生まれつきのものではなく、

もちろん特別な経済活動に固有のものでもない」とハンドブックには述べられ

ている。「インフォーマルであるという概念は、生産の単位が組織される形態

に関わる。だから、ある世帯員が、同じ世帯の他の世帯員の企業で無給で働き、

そこではたくさんの給与労働者を雇っているという時、その生産の単位がイン

フォーマルセクターに属していれば、この世帯員はインフォーマルセクターに

属することになる（p､７の定義を改良するためのインストローアフリカ地域ワ

ークショップの勧告参照）。

インフォーマルセクターが「地下経済」および違法な活動と同義であるかど

うかについては未だに議論があるが、それがなんであっても、その存在を説明

するために少なくとも４つのアプローチが使われ、それらはすぐに定義の問題

に帰結する。構造的アプローチは、バーガー（MargueriteBerger）とブプニク

（MayraBuvinic）が言うように、「インフォーマルセクターで働く雇用労働

者の大部分は近代的フォーマルセクターに雇用機会がないからこのセクターで

働くのだ」とする。「女性の冒険一ラテンアメリカのインフォーマルセクター

への手引き（〃Ｅｅ〃，Ｊ絶"Z〃ｅ３ノイSF/"〃"ｃｅ”ｔ"ｅ／"/Ｗ、ツノJectOr／〃
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ﾉｸﾞｨﾉ〃，l亙e'/Ca）」の編集者は、この「労働の過剰供給の枠組み」が最も広い定

義であると考えているが、同時にこれでは家事サービス(householdservice）

ス従事者（domesticserviceworker）の80～90％を女性が占め、こうした仕事

をインフォーマルセクターに含めると「ラテンアメリカでは女性が大きく支配

しているように見えてしまう」。そこで、専門家の中には、定義から家事サー

ビスを除くよう勧告する人もいる。

第２のアプローチは、バーガーとプブニクが「ネオマルキシズム的」と呼ぶ

ものである。そのアプローチは「フォーマルセクターの資本家的生産者がイン

フォーマルセクターの労働者を搾取する」ことを重視し、「世帯内の女性の無

給労働とインフォーマルセクターの女性労働は、収入のためになされるのであ

るが、資本のために労働費用と原料費を軽減するという、同じ目的に仕えてい

る」という11ij提にたっている。

「ヤミ市場」アプローチによれば、「地下経済は国際規模での競争激化の結

果である。この競争激化は、下請と請負を基礎にする新しいタイプの製造業の

発展をもたらした」のである。このタイプのインフォーマルセクターを含める

ことは議論のあるところである。なぜならば、バーガーとプブニクによれば、

それはインフォーマルセクターのように「見える」が、実際には偽装した賃金

労働の形態であり、雇用主は労働法不在の恩恵に浴しているからである。だが、

多くの輸出加工会社は税金を払わず、その活動が「違法な目的になされている」

わけでもない。従って、輸出加工企業の下請をヤミ市場と同じだとするのは不

適当である。「他の道（OtherPath）」を書いたペルーのヘルナンド・ド・ソ

ト（HernandodeSoto）は、その中に出てくる「ネオリペラルアプローチ」で有

名になった。この言葉は、インフォーマルセクターを資格、最低賃金法や社会

保障支払いのような「法的文書あるいは法的義務が欠如している点で」定義し

ている。しかし、このアプローチはインフォーマルセクターの他の経済活動面

を叙述しきれないし、また多くの国ではフォーマルセクターの企業でさえこの

ような形式を気にかけていないのである。

バーガーとブブニクは、少なくとも都市部については、インフォーマルセク

ターを次のように単純に定義する方がよいとしている。「生産活動の異種混合

己
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体であり、近代セクターでは雇用されないような人々を多数雇用するという共

通の特徴を持ち、また労働供給を１１０境する生産要素には相対的にわづかしかア

クセスしないで自ら雇用を生み出さなければならない」。

インフォーマルセクターの女性は、インターアメリカ開発銀行（ＩＢＤ)の1990年

報告によると、「インフォーマルセクターとフォーマルセクターの生産をつな

ぐ重要な役割を担っている」のである。「フォーマルセクターの会社のための

中間製品あるいは完成品を生産する下請の生産活動に携わって」いようと、

「自営業（self-generated）の活動」で、サービスの販売あるいは食品その他

の販売をしていようと、開発途上国においても先進国においてもインフォーマ

ルセクターの女性は共に、成長しつつある要因であり、彼らが貴重な時間を使

って行っていることは理解されなければならない。

インフォーマルセクタープロジェクトは、アフリカの国々で女性とインフォ

ーマルセクターの統計開発を援助する企画として1987年に開始され、機関をこ

えての共同作業である。アフリカ経済委員会(ECA)、アフリカ統一機榊(OAU）、

国際労働機関（ILO)、国連統計局、それにUNDPの全機関が関与している。本記甑

にリ|川されているデータは、インストローをふくめ、さまざまな国迎機関によ

る文書、またワールドウオッチ研究所、書物「女性の冒険（ｌＩｔｗｅ〃，ｓ侘"'ｗｅ）」

からとった。

と
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１０玄之ごOZ生と忽匿言１－ニアーアリンと「･フイニーフアオ

一二＝クレー【＝クヮクアーフテＴ二Ｆ三グユニクチト

ロブ罰譜需読苛

WomenandStatistlcs：AfricanInfomalSectorProject

Concludes

1NSTRAWNEWSNo､ｌ７Ｓｐｒｉｎｇｌ９９２

インフォーマルセクターの生旋と経世における女性の役WIIの改糠にＩＨＩして岐

近アフリカで行われたインストロー統計ワークショップの参加者によると、イ

ンフォーマルセクターの情報を伝達する公共機関のないことが、このセクター

が直面している問題の背後で鍵を握る要因のひとつである。（インストローニ

ューズNo.１６参照）

インストローが国連開発計画UNDP出資のプロジェクトに長期的に関与してき

た結論を発表したワークショップは、インフォーマルセクターの創造性と技術

革新を触発し、またその拡張と発展を促進するために、このセクターに関連し

たあらゆることがらを扱う公共機関を設立するよう勧告した。

ガンビア、ザンビア、ブルキナファソ、コンゴからの参加者はみな、その機

関が各国の事業所と経営の活動を監督する法律および規則を検討するよう提言

し、インフォーマルセクターの行動を侵害するものを改正するよう勧告した。

飲料水、下水施設、保育所などの適切な施設のある良好な労働環境を創り出す

ために、、インフォーマルセクターの経営者(operator)のためのワークショッ

プを開くよう主張した。また、市場への販売経路を拡張し、インフォーマルセ

クターがフォーマルセクター産業に対してもっと競争力をつけられるようにす

るために、国内、国際両市場を保護する戦略が展開されるべきであると彼らは

言った。

女性のプロジェクトのコーディネーターのほか、政府高官、NGOの代表者、地

方機関や研究所からなる参加者は、インフォーマルセクターの活動を監視し、

7９



技術を改良し、活動に資金供与する任務を負った専門家を訓練するプログラム

の必要性を強調した。インフォーマルセクターの活動への、特認利率や単純化

された債務返済方法での柔軟な貸与条件を特徴とする融資システムを要求した。

政府代表や政策策定者などに対し、国民経済におけるインフォーマルセクター

の役割に敏感になる一日セミナーを開催すべきである。

ワークショップ参加者は、インフォーマルセクターに関する統計活動に関す

る各国技術委員会を創設するようにと、技術レペルでも勧告した。このような

委員会は、調査を組織し、実施するための共通の方法論的枠組みを確立し、サ

ーペイデータの体系的な処理方法を編み出すものである。さらに、インフォー

マルセクターの定義を採択し、国内のあらゆる研究とデータ収集に適用すべき

である。国際産業および砿業分類も採用して、すべての統計作成者が利用すべ

きである。インフォーマルセクターについて、女性に特に焦点をあてた情報と

データは中央に集約化し、情報を対照し、蓄積し、アクセスしやすくするため

にデータバンクを作るべきである。最終的には、必要なデータをつくるために

国が調査を実施し、そのデータを組み替え、チラシやポケットダイジェストに

よって普及すべきである。

1988年に始ったこのプロジェクトは、インフォーマルセクターの討議を国の

論題にすることを目的としていた。インフォーマルセクターはアフリカ社会に

おいて独自の重大な役割を演じているにもかかわらず、政府の援助を困難にし

論争をおこすある種の否定的な含意のゆえにに無視されてきた。プロジェクト

の主な目標のひとつは、アフリカの女性が開発により効果的に参加できるよう、

インフォーマルセクターでの女性の生産性と生産の改善に関与しているすべて

の機関の計画能力を向上させることだった。

プロジェクトの成果で最も大きく波及したものは、プロジェクト国における

統計の作成者と利用者の訓練ワークショップだった。討議では、国の経済にお

けるインフォーマルセクターの役割を批判的に評価することもあった。プロジ

ェクトの統計的要素が用いたアプローチ、すなわち、国の顧問や役人を使って

国のケーススタディを実施させたりワークショップの講演準備をさせること、

によって、訓練活動は外部からの関与がなくても地方レペルで複製できること、

それによって公共機関設定に寄与することがはっきりした。

亡
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プロジェクトの結果として、ワークショップの勧告から導かれた即時的およ

び長期的活動がいくつかあげられる。たとえばザンビアでは、毎年世帯調査が

実施されているが、次回の調査はインフォーマルセクターでの必要なデータを

収集することに集中して行われる。どの国の専門家も、プロジェクトの目標を

プロジェクト終了後も追求することに積極的であることを表明したが、このこ

とは結果的にインフォーマルセクターの汚名を返上し、より多くの政府がイン

フォーマルセクター政策において積極的な立場をとることを推進するだろう。

後に続くべき良いモデルがすでに存在している。ケニアでは新しくインフォ

ーマルセクターのために作られた官庁があり、またザンビアはその第４次開発

計画の中にインフォーマルセクターに関する１章を設けている。



１１１インストローの出版物リスト

(1993年６月現在）

ここに掲げるのは、インストローの出版物リストである。これは、インストローから送

付を受けたListoflNSTRAWPublication:Julyl990と同Junel993に主として基づいて

おり、さらにClatajQgzﾉｅｏｆｊｉ/ＩｍＨＭ)I/pUb〃catjms（1991)で補った。

このうちＬｉｓｔの方は、必ずしも全出版物を網羅していないし、さらに品切れでＬｉｓｔ

発行時に入手できないものは、リストから除外している。このためシリーズのうちSA-18

24、さらにＳＢにはかなりの脱落部分がある。Catalogueがリストにふくまれていない他

の出版物をも掲げているので転載した。但し、Catlogueにおいてforthcomingとされてい

るものについて、予想年次に(7)を付した。ポスター等若干のものはふくめなかった。

シリーズの不明部分と、そもそもインストローの出版物の区分とそのコードとについて

もインストローに照会中であるが、この冊子の出版までには間に合わなかった。

それぞれの出版物についてほぼ、出版物名、著者、出版機関、コード、ページ数、出版

地、出版年次、使用言語、が与えられている。

使用言語の略号は、Ａ:Arabicアラビア語、Ｅ:English英語、Ｆ:Frenchフランス語、

Ｊ:Japanese日本語、Ｒ:Russia、ロシア語、Ｓ:Spanishスペイン語、である。

この出版物リストによってもインストローが発足以来、途上国の女性の問題に重点をお

きながら、精力的かつ多彩な活動を行なってきていることがわかる。

インストローのこれら出版物の一部は、国立国会図書館、国立婦人教育会館、法政大学

日本統計研究所において閲覧可能である。しかし、いづれもインストローの出版物を網羅

的に保持しているとはいえない。目下、国立婦人教育会館と日本統計研究所が特に収集に

努めている。
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Econo■icandSocialStatuBofWo■eninAsiaToday・byKrishInAhooja-Patel，presented
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ＷＯ■e､：ADyna■ｉｃＤｉ■emsimIinDevelop■emt・SantoDomingo，INSTRAW,(PolicyPaperNo､2）
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〈〈PortableExhibits＞＞
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NewDelhi：AlliedPublishersLimited,1990．ｐｐ､263-281（Ｅ）
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lNSTRAWandlnternationalWomen,sManagementlnstitute(WOMAN),financedbythe
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